
令和6年度第2回小金井市図書館協議会 次第
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( 3)小金井市立図書館基本計画 図書館評価（案）

( 4)第4次小金井市子ども読書活動推進計画について

( 5) その他
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令和6年度第1回小金井市図書館協議会会議録

令和6年度図書館協議会視察（報告）
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. 「こがれい電子図書館」の中学校ノートパソコンへの導入について

・ 小金井市立図書館開館60周年記念「未来に残したいおすすめの本」他

・ 小金井市の図書館（令和5年度版）

・ 図書館だより（79号、80号）

・ 月刊こうみんかん（6月号、8月号、9月号、10月号、12月号）

・ とうきようの地域教育( Nb. 1 52，N0．153)
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1 第18期小金井市図書館協議会委員委嘱状交付

2 議題

( 1)図番館協議会の会議録の承認について

( 2)図書館職員の人事異動について

( 3)令和6年度図書館予算について
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令和6年度第1回小金井市図書館協議会

令和6年5月28日

【大串会長】 それでは､令和6年度第1回小金井市図書館協議会を開催したいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

館長、よろしくお願いします。

【内田館長】 館長ですb皆さん、おはようございます。

まず次第1のほうから入らせていただきます。

【大串会長】 次第の1からね。

【内田館長】 小金井市図書館協議会の条例第3条第1項におきまして､協議会は次の各

号に掲げる者で、小金井市教育委員会が委嘱する委員10人以内をもって組織するとなっ

ておりますが、そのうち第3号の社会教育委員につきましては､社会教育委員も本協議会と

同時期の人事改選のため､被推薦者の決定や事務手続上、当初未定となっておりました。そ

の後、3月26日の教育委員会において､社会教育委員の北澤隆司様を委員とする旨､委嘱

させていただくことが決定しておりますb

また､同項第, 号に定める､市内に設置された学校が推薦した学校の代表者として､当初

は小金井市立第二中学校校長の川井まさよ委員に委嘱させていただいておりましたが、今

回、一身上の都合によりまして、3月31日付で辞職願が提出されました。そのため、5月

14日の教育委員会におきまして､今度改めて第二中学校校長になられました､清水裕径様

を後任委員として委嘱させていただくことが決定しておりますb委嘱状に関しましては、あ

らかじめお二人の前の机に配付させていただいております。これをもって交付とさせてい

ただきたいと思っております。

私からは以上となります。

【大串会長】 ありがとうございました。

それでは､今日委員を受けていただくことになりましたお二人から､簡単に自己紹介をお

願いしたいというふうに思いますけど、よろしゅうございますか｡

じゃあ近いとこから、清水委員、一言お願いいたします。

【清水委員】 この4月から第二中学校校長に着任いたしました､清水裕径と申します。

小金井市が初めての着任になりまして、まだ今いろいろと勉強をしているところでありま
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すので、このたび、この図書館協議会のほうにも参加をさせていただいて、ぜひいろいろと

勉強できればと思っておりますのでよろしくお願いいたします｡

【大串会長】 よろしくお願いします。

それでは、次に北澤委員。

【北澤委員】 北澤です。私は社会教育委員として現在2期目になりまして、今回、社会

教育委員の会議から推薦されて､図書館協議会委員のほうに参加させていただきました｡私

自身、小金井市出身で、図書館のほうも緑図書館、分館含めて、現在はどちらかというと貫

北の分館のほうをよく利用させていただいております。よりよい図書館になるように一生

懸命頑張りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

【大串会長】 よろしくお願いいたしますbどうもありがとうございました。

それでは、ここで改めて図書館長から挨拶をお願いしたいというふうに思います。

【内田館長】 皆さん、改めましておはようございます｡本日は御多忙のところ、お集ま

りいただきまして誠にありがとうございます｡今年度第1回目の協議会となります｡昨年度

に引き続きまして、私のほう、図書館長として拝命しておりますので､今年もよろしくお願

いいたします。

前回の協議会以降､御覧いただいているかもしれませんが、本館のほう、書架の配置を変

更させていただきました。また、4月からは緑分室で委託を開始させていただくとともに、

本館と緑分室ともに、閉館時間は午後7時までということにさせていただきました。

また､今年度に関しましては､実は昭和39年8月に図書館が第一小学校の中に開館して

から60周年､還暦を迎えるということになります｡ますますの発展に努めていきたいと思

っておりますので、今年度もよろしくお願いいたします。

【大串会長】 どうもありがとうございました。

続いて出席者及び資料の確認について、事務局からお願いいたします。

【内田館長】 まず本日の出席者について御報告いたします｡本日、委員数が10人中8

人の御出席になります。過半数を超えております。

それから、続きましては資料の確認なのですが､お手元の次第のほうに本日の会議の配付

資料一覧､記載されていると思いますので､不足している部分がございましたら事務局にお

申しつけください。大丈夫でしょうか。

【大串会長】 大丈夫ですか。

【内田館長】 会長、よろしくお願いします。
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【大串会長】 それで､今日は委員の方は10のうち8人の御出席ということで、それで

は図書館協議会の式次第の、まず議題の1番の図書館協議会の会議録の承認について、これ

を議題といたしたいと思いますb事務局から説明をお願いいたします。

【内田館長】 令和5年度第4回の会議録につきまして､委員の皆様に校正いただいてお

りますが､本日の会議盗料としてお配りしておりますb事前に御確認いただいておりますが、

改めて本日の会議の場で御承認をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。

【大串会長】 ありがとうございますbただいまから事務局から説明がありまして、これ
迫

は毎回議事録取りまして、基本的には発言して、録音したそのままという、こういうことに

なると。私のようにしゃべり方がちょっと、やや問題がある、要するに、言い方をしている

ようなところもそのままになっておりますので、皆さん方もあんまり緊張しなくていいん

ですけど、御承知おきください。

それで､毎回皆さん校正していただいたものをﾘ祷認するという、こういうことで、これは

公表されるわけですよね。

【内田館長】 はい。

【大串会長】 それでは、ただいま、お手元の会議録についてでございますけれども、特

に何力御意見ございますか。最初の方は初めてということで、すいません。

じゃあ会議録については、承認ということでよろしゅうございますか。

（｢はい」の声あり）

【大串会長】 ありがとうございました。それでは承認ということで、今後、会議の公開

などは事務局で作業をするということになります｡

それから2番目、図書館職員の人事異動について、これを議題にいたしたいと思いますb

事務局から説明をお願いいたします。

【内田館長】 4月1日付で人事異動がございましたので、紹介させていただきます。

今まで皆様とやり取りさせていただいておりました、庶務係の神田主事のほうが異動と

なりまして、後任に内部異動で､奉仕係から田邊を庶務係として配置しましたので、田邊か

ら御挨拶をさせていただきたいと思いますも

【田邊主事】 今年度より庶務係になりました田邊と申します｡去年は奉仕係で、児童担

当とハンデイキヤップ担当のほうをさせていただいておりました。どうぞよろしくお願い

いたします。
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【大串会長】 ありがとうございました。

続きまして、3番目の令和6年度図書館予算について、議題といたします｡事務局から説

明をお願いいたします｡

【吉田庶務係長】 着座にて失礼いたします。

それでは資料の1、盗料2です｡､1枚の資料になります｡令和6年度図書館予算について

ということで御説明をさせていただきたいと思います。

まず、令和6年度の図書館予算の概要をまとめさせていただいた資料となっておりますも

1番､歳出予算総額､前年度比になりますが､令和6年度予算は令和5年度予算に比べて、

歳出予算の総額が214万9，000円の増となっています。前年度比にしますと101．

39％となっております。

続きまして、2番の図書購入に係る歳出予算額の前年度対比になります｡こちらは令和6

年度予算が､令和5年度に比べて109万7，000円の減額です｡前年度比97．6％とな

っております。

次に3番､令和6年度予算の特徴的な新規歳出予算を､資料下のほうの表に示させていた

だいております。この表の左側が図書館基本計画の体系の事業を示しております｡それぞれ

の事業に係る主な予算項目を右側の欄に示してございますb

表の左側、図書館基本体系の事業の1－1－1になります。 、

「誰もが利用しやすい施設環境を整えます」ということにつきましては､今年度予算につ

きまして新規で2点ございます61点目が閲覧机･雑誌架職入でございます。これは本館1

階の雑誌架の一部を撤去しまして､閲覧机と雑誌架を新設して､閲覧スペースを整えるもの

となっております。2点目が閲覧室と地階集会室の、それぞれのカーテンの購入についてで

ございますbいずれも経年劣化による取替えとなります。閲覧室につきましては、南側、窓

側のブラインドー式､経年劣化によりまして、それを今度、カーテンに取替えをさせていた

だきます。

次に1－1－2の事業でございます。

「安全･安心に利用できる施設環境を整えます」という事業につきましては、インターホ

ン設置修繕､こちらは図番館本館にインターホンを設置いたしまして､不審者侵入防止の安

全を強化するものとなっておりますも

予算の説明については以上でございます。

【大串会長】 ありがとうございました。
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それでは、何か皆様方から御意見ございますでしょうか。

【白井委員】 よろしいですか。

【大串会長】 どうぞ。

【白井委員】 単に質問なんですけれども、表の見方なんですけれども、1番と、事業と

維持管理と項目が分かれていて、2は図書関係の予算｡例えば図書予算､歳出予算というの

は事業に含まれる項目なんですか。

【吉田庶務係長】 そのとおりでございます。事業に含まれる項目でございます。

【白井委員】 それから、あと、下の新規歳出予算、これも事業の関係の予算なんでしょ

う力も2番目のところなんかは維持管理のような項目かなと思っているんでありますが。

【吉田庶務係長】 そのとおりでございます、2番目は維持管理。

【白井委員】 これは維持管理？

【吉田庶務係長】 はい。

【白井委員】 じや、そういうふうに分別されているんですね、予算。分かりました。あ

りがとうございます。

【大串会長】 ほかにございますか。こういうのは、昔､役人をやっていたもんで、予算

というと、まず各年度､予算編成の方針というのが､大体市役所の財政あたりから示されて、

それを受けて各担当が考えるということになって、それを教育委員会が考えて、それをまた

協議会が、委員会の傘下の図書館は、そこからまたお話があってと。そうでない図書館は知

事部局のところから話があってという流れで、それで編成に当たるということになるわけ

でございますけれども、特に令和6年度の予算について､市のほうから、例えば何％減を図

れとかといって、特にこの部分は、該当する部分は、今年は予算をつけるであるとか、そう

いうような方針みたいなのがあるってことなんですか。あったんでしょうね、それは。

館長、よろしくお願いします。

【内田館長】 例年､予算編成方針というのは示されますので､多分どこもそうだと思う

んですけれども､各細目について何％削減とか､あるいは重点的なもの､政策的なものとか、

そういったものに関しては個別に査定していただいたりとかいうところではございますの

で、その中で今回こういう形になったということになります。

【関本委員】 すいません。

【大串会長】 お二人、順番にどうぞ。

【関本委員】 すいません、この図書の購入の予算なんですけど、これは市内にある図書
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館全体の賊入の予算ですか、本館だけじゃなくて。

【吉田庶務係長】 おっしゃるとおり、全体の。

【関本委員】 それの配分ってどういうふうにしているんですかね､それぞれの図書館の

図書購入に関して。

【大串会長】 そうか、中央図書館が幾らで．…･ 。

【関本委員】 どうなっているのかなって。

【大串会長】 あれが幾らか。

【関本委員】 細かいとこまで聞いてすいません。

【大串会長】 どうぞ。

【香川奉仕係長】 図書の予算なのですが、結局入る本が限られてきてしまうので、大体

床面積で案分するようなイメージで配分しています。

以上です。

【大串会長】 よろしいですか。

【関本委員】 どうなのかなと思ったので。

【大串会長】 いま一つ納得･…･･ 。

【関本委員】 いや、自分がよく西之台を利用しているのですけど、ちょっと狭いので、

新しい本もあんまり入っていなかったので、そういうことかと納得しました。

【大串会長】 なるほど。もうお一方、どうぞ。

【小林委員】 こちら、確認させていただきまして、事業費のほうは少し増えているとい

うところなんですけれども、それに関係している図書費の方面が少し減っているというと

ころで､何か原因があったのかなというのが気になりました。やはり図書も、金額が物価高

騰で少しずつ上がっていると思いますので、その中で増えるということはなかなか難しい

状況だと思うんですけど､維持されないで減ってしまったというところは、どんなところが

原因だったのかその理由を 。

【大串会長】 どうぞ。

【内田館長】 まず事業費が増額になっておりますが、これは先ほど､私､御挨拶させて

いただいたように､今年4月から開館時間を拡大させていただいております｡その部分で会

計年度職員を増員させていただいております｡また､会計年度職員に対して勤勉手当を支給

することにもなっているんです。この人件費が主な増額理由になります。

図書費が減額となっている理由でございますが､近年児童数が増加傾向にありまして､学
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級文庫の団体貸出しパック、これが小学校1年生から5年生について､御希望いただいても

提供できないクラスがあったんですbそのため、昨年度、ここでまとめて1学年3パックず

つ増加させていただいておりまして、その分が例年の図書費より増額となっておりまして、

だから純粋な部分としては、そこは通常どおり、例年どおりという形で、そこに関しては増

減はなかったということにはなります。

【大串会長】 よろしゅう､ございますか。

【小林委員】 大丈夫ですb

【大串会長】 ほかにございますか。

【岡田委員】 一つだけ。

【大串会長】 どうぞ。

【岡田委員】 電子書籍のことなんですけれども。要するに小金井市でも取り入れ始めて、

今こちらってベストリーダーとか見たら、絵本がトップなんだと思ってびっくりしたとこ

ろなんですが､利用率というのは購入しているものに対して、ちゃんとうまく回っているの

かな？というのが伺いたいところです。循環率というか。

【大串会長】 どう壱

【香川奉仕係長】 今､令和5年度のいろんな集計をしている中で､電子書籍の利用も集

計しました。そうすると､令和4年と令和5年に比べると、やっぱりちょっと減ったという

のが現状です。

【岡田委員】 減っているんだ？

【香川奉仕係長】 今後私たちのほうでは､電子書籍の中でも誰もが見られる地域資料、

ここを少し重点に置こうと、今頑張っているとこなんですけれども、この地域資料は閲覧に

なってしまうんですb貸出し回数にはカウントしないんです。そこを足し込むと、去年と、

令和4年と令和5年はそんな大差ない利用率かなとは思います。単純に貸出しで見るとち

ょっと減ってしまいました。

【大串会長】 どうぞ。

【小林委員】 電子書籍についてなんですけど､小金井市の方針としてはこれからも進め

ていきたい､貸出し者数というか､閲覧を増やしていきたいという方向でいらっしゃるとい

うことですか。

【大串会長】 どうぞ6

【内田館長】 図書館基本計画にもありますし､充実というところでは目指していきたい
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とは思っております。

【小林委員】 ありがとうございますb

【大串会長】 ほかにいかがですか。こういう話、関連の話がいろいろ出てくるような感

じがするんですけれども。

【岡田委員】 もう一つ関連してもいいですか？

【大串会長】 どうぞ。

【岡田委員】 電子書籍が。私、学校図書館関係の者で、学校図書館の児童生徒のほうで

の利用というのは､今、話としてはどの程度進んでいるのかというのが、すごく気になる部

分です。もし議題とそれてしまうようだったら、また別の部分で御回答いただければと思い

ます。

【大串会長】 どうですか、別途答えます？

結構大変ですよね｡多摩の自治体でも幾つかおやりになっていて、自治体によっては先生が

授業の中で､市立図書館の電子書籍はこういうふうに使う、こういうふうにすると借りられ

るんだとか､授業の中でやっているという話を聞いて、それは大変だよなと思ったんだよ。

よく図書館､頑張っておやりになって、それで教育委員会の了解を得て、先生方が、そうい

うとこが、単にできますよという話じゃなくて、その使い方みたいなところまで、そこの自

治体では先生方が授業の中でお話しになられてる。これは先生方を集めて､何かどっかでレ

クチャー会なんかをやって、こういう効用があって、こういうふうに使えるとか、いろいろ

やったほうがというのを、それまでやったら大変だったんじゃないかなと思うんですよね。

そうすると学校図書館、こういうふうにすると使えるんですよというのを職員の方も知

っていなきゃいけないし、そこでまた、こういうふうなやり方をすると、こういうふうに授

業に役立つようなものがというふうな話もあるし､それから北広島みたいな､図書館のほう

で、こういう単元にはこういう役立つ本があるんですよと、そういう本を持っているんです

よという、どっかに分かるようにして、それを電子書籍があれば使ってくださいみたいなこ

とを、おやりになってるとこもあるんだよね、先生方の協力を得て。だから、単に一言で言

えるような中身ではなかったなって。

【岡田委員】 電子書籍が、結局「先生が一つ借りました」というのが、学校の場合だと

生徒全員が共有するというのが著作権の問題でありなのかとか、あとは子供が借りました

というログが、どの程度共有されちゃうのかという･･･、されないようにするんでしょうけど、

やっぱり管理がかなり難しいと思うので､その辺、どうやって対処していくんだろうな？と
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いうのは、すごく不安というか･･･。

【大串会長】 システムのほうの問題があるしね。それから僕も電子書籍､地元の、僕、

川崎市なので､川崎市のを読んで、それからAma zonのKi ndl eの本を読んで､や

っているんだけれども、それぞれいいとこがあるのね｡Ama zonのほうはすごく読みや

すい。だけれども、Ama z onは画像になると全然駄目なの。だから、画像の説明がある

でしよ、画像を見ながらその説明を読むという、何か何だか分からない。それで小さな画像

があるの、表示されるの。ただそれだけなの。

だからそれは、だけれども、川崎市のほうのを見ると、Ki ndl eのほうの読みやすさ

はないんだけど、画像や何かついているの、ちゃんとその画像が出てくる。だから、僕は中

世城郭が大好きだからいろいろ見ていると、城の図面はKi ndl eで全然分かんないね。

ところが普通の川崎市のほうのを読むと、画像もちゃんとあって、画像も、スクリーンショ

ットを使うと画面コピーはできる。なるほどと思って、もちろんKi ndl eでもできる。

それでKi ndl eのほうは､スクリーンショットを使うと文字の部分は､テキストデー

タに変えられる。そういうふうに特色があるから、それをまた今後も学校のほうでお使いに

なるんだったら、単なる文章だけの場合は、ああいうKi ndl eみたいなものが生徒さん

も読みやすいだろうなと思うんだよね。それで、理科や何かのああいう関係で、グラフが出

てきたり、実験の絵が出てきたりなんかするのは、ちょっとKi ndl eでは無理だなとか

というのも、その辺の検討も実際にやっていただくんだったら、図書館のほうが知ってなき

ゃ駄目。

【内田館長】 学校教育部とすり合わせている中では､いろいろ御意見もいただいていま

して、一個一個潰していかないといけないと思っているんです。

【大串会長】 学術論文とか書けそうだよね。

【内田館長】 学校とも丁寧に進めたいと思っていまして､試行期間なりを設けてやって

いきたいと思っていますので。

【岡田委員】 分かりました。

【大串会長】 どうもありがとうございました。ほかに御意見あります？

どうぞ。

【北澤委員】 すいません、よろしいですか。北澤ですも

今までの会議でそういう話があったのであれば申し訳なくて、私がただ単に知らないか

もしれないのですが､予算を決めて新規図書を購入されていると思うのですが､その際に何
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か、こういう視点で新たな図書を買うというのを選んでいるとか､そういう決め方というの

を何か、どこかの方針みたいなものがあるのか､それともどっかの担当の方が選んでいると

か、決め方のところが教えていただけたらと思って質問しました。

【大串会長】 どうぞ。 が

【香川奉仕係長】 新規の図書に限らず､古い本もそうなんですけれども、小金井市立図

書館選書基準というのがございますので、それを基に選書をしておりますbじゃ、選書基準

をどこで見られるのというところなんですけど、本館の参考資料室で皆さんに見ていただ

くよう、資料として整備はしております。

特に新規図書の場合だと、人気の小説とか、いろいろ御希望をいただく件数､非常に多く

なっております｡それこそ200件、300件というようなリクエストをいただくこともあ

るんですけれども、その場合には各館で複数冊は持とう、複数冊は5冊なの？ 10冊な

の？ というのがありますけど､一応限られた予算、限られた場所になりますので､複数冊

は2冊ということで、一定、決めさせていただいております。ただ、2冊以上になることも

あります。というのは、市民の方から寄附いただいたら、それは有効活用させていただくの

で、場合によっては3冊以上の場合もあります。

以上ですも

【大串会長】 いかがですか。

【北澤委員】 そうすると、選書基準というのがあるというのは私も知らなかったので、

それはどっか、図書館に行って見るという感じですかね。

【香川奉仕係長】 今は図書館で見ていただく状況になっております。

【北澤委員】 それは本館じゃない？

【香川奉仕係長】 本館にあります。

【北澤委員】 あるってことですかね。窓口で言えば見せてもらえるんですか。

【香川奉仕係長】 そうですね。2階の参加資料室で御用意をしております。

【北澤委員】 ありがとうございますb大丈夫です。

【大串会長】 図書館のそういう規則や何かは､大体条例までは、どうもネットで見るこ

とができるようになっているけれども、その下の部分になってくると、ほとんどのところは

図書館に来ていただいてという、そういう仕組みでございますね｡たまに収集方針みたいな

とこまでネットで出しているとこがある。

【伊東委員】 いいですか。
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【大串会長】 どうぞ。

【伊東委員】 今のに関連して、そういう、こういうところで選書基準とい･うようなもの

に関して御質問が出ているようですので、特段非公開案件でなければホームページ等で公

開する方向とか､選書基準って確かに重要だなというふうに思いますので、より市民へのサ

ービスということでいったら、この辺りはホームページ上に公開してもいいんじゃないか

なというふうには思います。

【大串会長】 見たいですね。

【北澤委員】 全体､ホームページに公開するかどうかというのは､またいろんな別の問

題が出てくると思うので､例えば図書館協議会の資料として御提示いただくというのは､別

に、また次回とか、いずれかのタイミングで､例えばこういった予算が出るタイミングで、

予算はこれだけですと。で、内容、これで買うものについては、こういう方針の下に買って

いく予定ですみたいな、そんなようなことでもいいのかなというふうに思いました。

【内田館長】 今のその点に関しては、検討を内部でさせていただきたいと思います。

【大串会長】 自治体によっては、そういう収集基準みたいなのが出ているけど､条例で

定めているところがあるんだよな。そこはもう条例見ると、ば－つと出てくる。だけど、普

通はそういうことをやっていないのだけどね。ただ、おっしゃるように、我々のレベルでは

事業概要を渡していただけるんだけど､その事業概要の後ろに条例とか､法律や何かが出て

いるだとか、そういった関連で収集方針とか､運営方針とか､選書基準とか何とかという、

そういう法的な、情報公開なんかのときに対象になるような、その辺のレベルのものは、

我々図書館協議会の委員は知っていたほうがいいよな。

【白井委員】 すいません､そういう意味では、そういう収集方針は基本計画には入って

いないんですか｡基本計画は我々にも示していただきましたよね､最初に。基本計画は方針

なんで、もう少し細かいことはきっと細則に書かれているとか､何か違いがあるんでしょう

けれども。

【大串会長】 基本計画までは、そんなことは書いていないよね。

【白井委員】 書いていないんですね｡選書基準というのは、もう少し運用の細かいとこ

ろということになるんですか。

【内田館長】 そうですね。

【大串会長】 そこまでは、大枠は基本計画の、こういう方向でというのは書いてあるけ

どね。それはほかの自治体でも、僕もほかの自治体の基本計画、江戸川区をまとめたけれど
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も、そこまでは書いていなくて、むしろ基本計画というのは、どちらかというと考え方のほ

うで、やっぱり楽しい図書館にするのとか、人が集う図書館にする、まちづくりだとか、い

ろんな役立つ図書館にするんだとか、そういうような辺りでまとめている。

どうぞ。

【内田館長】 ただいまいただいた質問､選書基準そのものは入ってないんですけれども、

基本計画という中でいいますと、盗料の収集､整理､保存、提供の充実というところの項目

の中で、幅広い分野で魅力ある資料の充実を図りますという中での選書基準というところ

を、そこはうたっておりますので､選書基準を更新していきますというところ、そういう形

での入れ込みという形にはなっております。

【大串会長】 僕、こちらの選書基準がどうなのか分かんないけど､僕も選書基準をつく

った、関わった人間なので、いろいろ調べてみると、何十ページというレベルの自治体と、

数ページというレベルのものがあるのね。それで､何十ページの場合は各分野別に、ここで

はこういう考え方で、ここではこうする、ああすると。それから選書基準の中に、除籍の基

準まで入れるのかどうか。除籍の問題は､例えば本を毎年買うと、本棚がどんどん膨らんで

いって､はみ出すことがあるんです｡やっぱり一定の程度の割合で除総をしないと維持でき

ない。

だから、僕の専門のレファレンスの領域で、毎年レファレンスは、本全体は今、どんどん

減っているんだけれども、レファレンスブックはほとんど減っていないのよ・大体3，00

0冊から4，000冊の間ぐらいで維持しているんです。そうすると3，000冊のレファ

レンスブック出ているのに、どれをどの程度買うのというふうになると、どこの図書館もレ

ファレンスの本棚は、ここもなんだけれども、目いっぱい入っているわけですよ。だから、

そこで新しく数％つけ足すだけでも大変な作業になっちゃう、数％減らさなきゃいけない

から。

だから、意外とこれは笑っている場合じゃないんだよね。非常に深刻な問題で、だから、

図書館によっては書庫を借りて、僕もやったけれども、学校の空きスペースを借りて、図書

館の書庫に､実際にやる寸前まで行って､学校によくよく聞いてみたら湿気など多いことが

わかって。国会図書館も学校を借りて保存したことがあって、ただ、学校というのは、一つ

は、本を、教室は入れるふうになっていない。それからもうあと一つは、空調や何かの関係

で、いつも開けっ放しにして授業をやるわけだから、本を置いて、それを開けっ放しにしち

ゃうと、梅雨時は物すごくしけっちゃうんです。だから、国会図書館はむちやくちや苦労し
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たと聞いています。

だから単純に､例えばどっか持ってきやいいという話でもないという、これは図書館の館

長さんは大変だなと、いつも思っているんだけれども、そういう問題もあるんで、これは予

算の問題なんで､そこまで話はしないで､一応方針だとか基準というのは､それは我々のレ

ベルでも知っておいたほうがいいところがあるので、検討していただくということで。

【岡田委員】 最後に。

【大串会長】． どうぞ、他にありますか。

【岡田委員】 選書基準に絡めた部分なんですけれど、結局市内の本館、東､緑、貫北で

すか、あと西之台ですよね、の5館で、小金井市全体の方針があるとしても、各館すごく個

性が出ているなと思うんですよね｡その個性に関しては許容範囲というか､基本方針からず

れなければ各館の自由という裁量があるんでしょうか。

【大串会長】 選び方の部分だね。

【岡田委員】 そうですね。

【香川奉仕係長】 基本ラインは選書基準です。ただ各館､地域でいろいろ特色がありま

す。一番分かりやすいのが緑分室。あそこは隣が公園なので、比較的鳥とか、草花とか、あ

あいう図鑑を結構入れていたりはします。なので、その地域で読まれやすい、また、隣接の

特色を踏まえて選書をするという傾向はございます。

【大串会長】 だから自治体の図書館によっては､近くに大学があるところは大学生がよ

く使うんで、その関係の資料がえらく充実している。新宿区の図書館なんて、そういうとこ

があるよね。だから意外と、近くに大きな工場があったら、技術系のものを欲しがるところ

があるとか、それから、近くに国の機関なんかあったりなんかすると、統計を欲しがる。だ

からそういう、それぞれ地域の利用者層があるので、それに合わせたといいますか､その要

望に合わせたような、そういう特色ある、実は図書館の構成は実はできている。細かく見て

いくと、どこも同じじゃないかという批判があるんだけど、あれは全然そうじゃなくて。

【岡田委員】 違うんですね。

【大串会長】 だからそう‘いう点は、よくこちらも考えていただいていると思うので､有

効に使って活用していただくというふうにお願いをしておく必要があると思います｡

ほかにどうですか。

【関本委員】 すいません。

【大串会長】 どうぞ6
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【関本委員】 ちょっと話が変わっちゃうかもしれない。

【大串会長】 どうぞ。

【関本委員】 私､子どもたちの読み問かせしているんで、よく本館の図書館の児童書の

ところに来るんですけれども、季節の展示とかもすごいすてきだし、あと、ほかの地域より

も早く新刊が入っているんですね、児童識。なので、いつもすごいなと思っているんで、こ

れからもそれを維持してほしいなと思っていますので、お伝えください。

【伊東委員】 いいですか。

【大串会長】 どうぞ。

【伊東委員】 予算との関連で、どういう本を買うかというのは一番身近な予算要望で、

予算を意識する部分というのは新書の職入。こういったことに関しては､市民の方々が物す

ごく、この案件に関しては非常に関心が高いということになりますb図書館でどういう本を

買えるのかとか、どういう本が選ばれてそれぞれの図書館に配置されているのかとか､そう

いうような図書館､小金井市がどういう本を買っているのかという考え方というのは､市民

の方々に共有していただくということを、前向きに考えていただいたほうがいいんじゃな

いかというのは要望として。

【大串会長】 ありがとうございます｡そういう市民とのコミュニケーション､ぜひ考え

ていただきたい。

どうですか｡市民からの、いろいろ図書館に要望が寄せられるという、たくさん寄せられ

るということであれば、当然､何でこんな本買うんだよとか、この本を買ってほしいとか、

この本はぜひ､いいから買いなさいとか、いろいろあって、それに対して図書館が一つ一つ

回答していくという、これは．日本にはほとんどない。アメリカのボストンで図書館見て回っ

たときに、そういった、入り口に、壁一面にそういう住民からの質問があって、それに対す

る図書館の答えがあって、ずらっと並んでいて、それで、それより前のものが全部冊子にな

っていて読むことができる。

開館時間がなぜこんなに早く終わるんだとか､そういうレベルから、なぜこの本を買うんだ

とか､この本は､私はいいと思うから買ってほしいとか､いろいろなことについて､中には、

さっき委員からのお話にあった選書基準どうなっているかとか、そういった話も若干あっ

て、それに図書館員が非常に丁寧に、僕は英語は分かんないんだけど、読んでいると、なる

ほど、こういうふうに考えて、こういうふうに答えているんだとか、そういうのがあった。

それはこちらの図書館でも、そういったものが将来､利用者さんの御質問とか、いるんなも
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のも受け付けてお答えいただけるようなシステムをつくれば、そういうふうになっていく

と思いますb

ほかにございますか、予算については。

どうぞ。

【小林委員】 図書の購入の予算が増えないというのは､昨今の事情として仕方ないと思う

んですけど､いろいろな本が出版されている中で､市内にない本を読みたいという要望もも

ちろん多いと思うんですもその中で、I LLで貸借というものができると思うんですけど、

それを知っている、利用しようと思う市民の人はそんなに多くないのかなというふうなこ

とを感じていて、実際どうやってやるんだろうということも､特に案内はないような気がし

ているんですb

もう少し､やはり買える冊数にも限度があるし､書架も狭隆化していて入らないですし、

買えないものですとか､そういうものは他市からですとか､国立図書館も協力貸出ししてい

て、それを活用できると思うので､そういうことができるんだよというところをもうちょっ

とPRしてもいいのかなというふうに思いますb市民の学びというか､読書意欲というのを

妨げないためにも、お金をかけないでできる、輸送費とかはあると思うんですけど､そうい

うところを少し充実したり、アピールしていただくといいのかなっていうふうに考えますb

「図書館の統計j が公開されているので､今日ちょっと見てきて、新しいものは見られなか

ったんですけど、数とかも出ています｡、他市と比べてというところまでは確認できなかっ

たんですけど、それなりに貸借されていて、利用されているんだなと思うんですけど、もっ

と活用できると思うんで、もうちょっとPRしていただきたいなという意見です。

【大串会長】 ありがとうございました。実は、日本は書店さんから入る、いわゆる図書

館賊入可能というのが7万点から8万点なんです。ところが、国会図書館が毎年､厚さが8

0ページ以上のものとして、国際基準で図書として集めているものが17万から18万あ

るんです。日本は出版大国。ところが国会図書館からどうやって借りるのというのを、国会

は貸出しはしているんです｡国会図書館からどうやって借りるのということを､図書館のペ

ージで見たことは､僅かに数館あっただけで｡やっぱりもうちょっと、相互貸借にしても、

図書のレベルに限定されちゃうところが多いんだけれども、都立の場合は雑誌やなんかも、

多摩の場合､貸してくれるんだけれども、いずれにしろ、相互貸借があまりにも日本は残念

なんだな。それで、国民レベルでの、本当に知る権利みたいなのを保障するんだったら、そ

ういったことをもっとちゃんとやったほうがいい。
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それで、イギリスの話もするとまずいんだけど、イギリスの場合は雑誌や何かでも、1冊

単位でどんどん送ってくれるんですよ。それからイギリスはドーバー海峡を挾んでいるか

ら、ヨーロッパの各地の図書館にどんどん貸してくれるの。1冊単位で貸してくれる。日本

とは違うところがあって、それは多分､長年にわたって住民の方がいろいろと、そういうの

を欲しいとかって言い続けてきた結果だと思うんですけどね。繕志1冊単位で貸してくれ

るというのを聞いたときは、え？ と思いましたけどね。でもそうなんだよね。

だから日本の場合はもう少し、日本は結構大変なんだ｡アメリカから本を借りるにしても

保証金かかるんですよ、出さなきゃいけない、それがまた1万円とかかかるんですよね。よ

く、僕は大学の図書館長やったことがある。教員から何とかならないのかということを言わ

れたんですけど、何とも言いようがないんだな。大学が金出すかなというふうに思って、そ

こはいずれにしろ、いろいろそういうことはあるんですけれども、世界の出版物の情報はパ

ソコンで分かりますからね。あそこが欲しいとか、これ読みたいと思ったとき、行って、ち

ょっと時間かかってもいいから、国会図書館借りてくれよという、そういったふうにしてい

ったほうがいいですよね。

それで、ほかにございます？

どうぞ。

【岡田委員】 単純な質問なんですけれども､例えば相互貸借するときに金額的には安価

な本をリクエストされて、その本が自館では持っていないけれども、他館から取り寄せるし

かないといった場合に､輸送費のほうがすごくかかる時というのは､購入に？何というんで

しょう、変わるということですか。

【大串会長】 それはケース・バイ・ケースだな。

どうぞ、係長。失礼しました。

【香川奉仕係長】 基本的に都内だったら都立図書館のほうで移送してくれるんで､いい

んですけれども、一番問題なのが他県の、そこの大学だったりとか県立にしかない本。これ

はこちらのほうで､ゆうパックか何かで送ってもらって提供する形ですも結局買えない本で

す。

【岡田委員】 買えない、そうですよね。

【香川奉仕係長】 そこにしかないので､購入の選択肢が取れないんです。で、お互いさ

まなので、ゆうパックでやり取りして御提供させていただくというのが実態でございます。

【岡田委員】 ありがとうございます｡都立高校は全部ゆうパックでやり取りしているっ
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て聞いたので｡実質の本よりも輸送費のほうが､値段がかかるんじゃないかな、なんて言っ

ていたのも思い出したりして。多分別枠で予算取られている部分なのかなと思うんですけ

れど、輸送費というのも気になったので。ありがとうございます。

【大串会長】 そういう話も、昔､郵政省､郵政事業庁､図書館とで､そういう話をした

ことがあった。郵政事業庁はゆうパックとか、ああいうんじゃなくて、図書館の場合は1冊

100円でやってやるというふうな話があったの。それは何となく立ち消えになっちゃい

ました。だから、自治体によっては郵便局窓口にして貸し借りしているとこががあるから、

そういったところでは郵便局が工夫をしてくれているのかな。

【伊東委員】 ちょっと関連していいですか。

【大串会長】 はい。

【伊東委員】 先ほど御質問、白井委員から出ていましたけれども、予算の歳入と歳出、

費目がちょっと概括的なので､もう少し､先ほどのような役務費的な部分というか､あとは、

これだけ御質間出ているので、もうちょっと費目が若干あっても､我々としてば図書館の運

営のありようというものがつかみやすいので、もうちょっと費目を､次年度からのお示しい

ただくときには改善していただけたらありがたいなとは思いました。

【大串会長】 確かにそうですね。もう少し詳しいのがあったほうがいいかな。でも我々

もそういう、予算の見方ってなかなか難しいんで､僕も実際に予算の執行をやった人間だか

ら、大変なんですよ、鉛筆1本から確定しなきゃいけないんですよ。だから予算の担当した

ときは大変な思いをして、そういった作業しましたけども、実行予算というやつですね。

じゃ、いいですか､大体これぐらいで。その辺も、委員から出た御意見は図書館のほうで

も受け止めて、来年度、あるいは今年出せるものがあれば､見せていただくということでよ

ろしいんじゃないかなというふうに思います｡予算についてはこの程度にして、また何かあ

れば。

その次に視察についてということで、これを議題にしたいと思いますb

事務局から御説明をまず。

【吉田庶務係長】 前回の協議会から引き続き､視察先について協議を進めさせていただ

ければと思いますb

まず視察先から決定をできればと思うんですけれども、前回御意見あった、1日2か所と

いうこともあったんですが､行程の関係で組むのが難しくて、1か所に絞らせていただけれ

ばと思います｡前回の協議会の中でも、テーマとしても、市の持っている知的な資源をでき

（
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るだけ一体的に活用するということで､イギリスから始まづた行政資料と博物館､それから

美術館と図書館の一体的な資料を活用している、また、中高生にも人気があるなど､御意見

が多かったアキシマエンシスで、視察先としてやらせていただくのがよろしいかと思いま

すけれども、いかがでございますか。視察先としてはよろしいでしょうか。

では､視察先としてはアキシマエンシスとさせていただきます｡場所はそこで決定をさせ
－

ていただいて、あと、時期と日程の調整の仕方についてなんですけれども、時期としまして

は、やはり4月か6月が、図書館が、先方の都合もあって、なかなか館内整理等、多忙な時

期でもございますので､前回会長からもお話があったとおり、時期的に忙しい時期というこ

ともありますので、7月の後半で日程を調整をさせていただければと思います。

時間帯としては午後の時間帯で、あと、先方のほうから、都合として3日ほどは候補日を

いただきたいということでございましたので、具体的には7月の18日から31日の期間

で､平日で月曜から木曜までの日程から、3日間を候補日として調整をさせていただいて、

委員の皆様の御予定を確認させていただいて､その中から多数の方､行かれる日程に絞らせ

ていただいた上で､先方と調整をさせていただいて、日程を決定をさせていただいて、進め

させていただきたいと考えております。日程の調整で今日、今この時点で皆さんから日程を

お伺いしてというと、なかなか難しいかとは思うので、取り急ぎ私のほうから皆さんに、ま

た日程の調整のほうを出させていただいて、3日間に絞らせていただいて､先方と調整をし

て、日程を決めさせていただくという流れでよろしいでしょうか。

【大串会長】 ありがとうございます。今の御説明、何かございます？

昭島は私が造ったときの委員みたいなのやってたんで､何でなったんだつけかな。あそこ

は市長に頼まれて、呼び出されて、それで、そのときの話だと、要するに図書館を、今の図

書館、駅のすぐ近くにあったのをなしにして、ほかのとこにしなきゃいけなくなって、それ

についてはあなたにやってほしいということがあって｡ただ､多醗のほうはいろんな人がた

くさんいて、有名な方もいらっしゃるから、何で私がやるのかなと思ったんですけど、市長

が言うには､今までのような貸出し中心の図書館はもうやめたいと。人が集ったり本をみん

なで活用するような、そういう図書館にしたい。それで、あなたが書いていることを読んだ

んだけれども、あなたの考えをまとめてくんないかというふうに言われたんで。

僕の場合は､貸出しは貸出しとしてあるんだけども､やっぱり図書館というのは人が集っ

て、本についていろいろ語り合って、みんなで本を活用するというふうな、そういった方向

に考えなきゃいけないんだみたいなことを、どんどん書いたりなんかして、それを読んだら
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しくて、ぜひ委員長をやって、取りまとめてくれというふうに言われて。報告書は大した報

告書じゃないんですけど､やっぱり図書館の在り方というか､単に貸出しというよりはみん

なが活用できる、そういう図書館にしたいという、こういう市長の頼みがあったんで、そう

いう方向で取りまとめて、今の図書館。

だから決定的に多分､今までの図書館と違うのは､入り口のところに、入り口入ったとこ

ろにホールがあって、円形の、あそこでいろんなことをやるようになっているんですよ。だ

からあそこで演奏会を開いたりとか､お話会をやったりとか､いろんなことをやっちゃおう

という、こういうことで､静かな部屋はどういうところに、2階の上のほうに静かな部屋を

持っていって、1階はにぎやかな空間でいいんだ､そういう割り振りにしてしまって、そこ

で人々が、いろんな方が話し合ったり、集いを持ったり、いろんなことができるようにしち

ゃおうというコンセプトで造っていただいたんですけど、今もそれなりに。

ただ､開館からまだ3年ぐらいしかたっていないと思うんです｡昔はコロナのときはあま

りやらず､最近やっとそういう方向で動き始めたみたいですけどね｡指定管理の方々がやっ

ていらっしゃる、最初はその方々も大分戸惑って、そういうような作りにしてあります。そ

れで、非常に利用は多く、毎年毎年増えてきて、今も大分多くなってきてるんですけど。

じゃ､そういうことでよろしゅうございましょうか｡後で日程のことは調整させていただ

くということで、これはこれでいいのかな。

それでは、次にその他を議題としたいと思いますので、その他について、事務局のほうか

ら何か。

【内田館長】 すみません。

【大串会長】 どうぞ。

【内田館長】 一応、皆様方に今後の予定というところで､方向を示させていただきたい

と思いますb現在想定している、あくまで今年度の予定になっていますが、今申し上げまし

たとおり、7月頃視察研修ということで予定しておりますb次、10月頃に第2回協議会を

開催させていただきたいと思いますb主に御協議いただきたい内容としては､令和5年度の

図書館評価についてです｡第1次評価者である事務局による評価を､第2次評価者である協

議会の皆様方に報鐸説明させていただきますので、皆様の評価の参考にすべく、次回第2

回で御質疑あるいは御協議いただきたいと思っております。

そこでいただいた御意見等も反映させていただいて、再度12月頃に第3回協議会予定

させていただいて、引き続き図書館評価というところで御協議いただきたい｡来年の3月頃
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に第4回協議会を開催させていただこうと考えておりますb会議日時については今回同様、

事前調整というところで考えておりますので、よろしいでしょうか｡皆様の御意見があれば

お願いします。

【大串会長】 ありがとうございます。今の御説明、いかがでしょうか。大体こういうス

ケジュール、こういう内容で､皆さん方からそれ以外にこういう問題があるんじやないかと

か、ああいう問題もあるんじゃないかというのがあれば｡そういうのもあったら議題にして

いかなくてはいけない、こういうことになるわけです。いかがでございますか。

あと、今のような事務局の御提案があったんですけども、我々のほうで､今こういう

あるから、図書館、こういう問題もあるから話し合う必要があるんじゃないかという、こ

ういうこともあると思うんですよね。ですから、それはそれで御提案いただいて､皆様方に

御意見をいただいて交換していくと、こういうことも必要だと思うんです｡何か今のお時間

･…．どうぞ。

【伊東委員】 何度か私、言っているんですけど、教育委員会全体の地教行法上の点検・

評価の図書館業務の評価と、それから、この図書館の個別の図書館評価の整合性というんで

すかね、その辺りというのを毎年、毎回言っているんですけど、その辺りはぜひ､整合性を

合わせるような評価項目ですとか､あるいは評価内容とか､そういったものが分かるといい

かなというふうには個人的には思っているんですけど、御検討いただければありがたいか

なと思います｡

【大串会長】 今の御発言は､皆さん方にもう少し説明していただかないと分かんない。

【伊東委員】 教育委員会も事業評価というのをやっていまして､教育委員会を運営して

いる法律というのがあって、その法律に基づいて､毎年教育委員会の事務の点検･評価とい

うのをやっていまず｡その中に学校教育から､地教行法上の21条の19項目に関する教育

委員会の点検･評価をやっているんですb学校評価と同じような形にやっているんですけど、

その中に図書館の項目もあって、図書館の事業評価と、それから、ここでやる個別の図書館

評価というものの整合性を図ったほうがいいんじゃないかということは、前々からお話は

しているんですけれども、それがばらばらにずれたりなんかすると、両方ともホームページ

で公開するので､その辺りは気をつけたほうがいいかなって、私､個人的には思っていて、

何回もそれは言って。

【大串会長】 そうすると我々としても､今おっしゃった地教行法のほうで評価をしてい

るというのを、我々もちゃんと知らなきゃいけない、みんな。それは個人で努力して知るの
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か、それとも事務局が何か取りまとめて、例えば印刷物で皆さん方に、お手元に配って、そ

れでそれを読むのかという、こういうことはあります。

その辺どうですか、事務局のほうは。

【内田館長】 点検･評価があって、生涯学習計画と当然ひもづいていないと、ばらばら

で違う方向向いているなんてあり得ませんので、どういう形で皆様にお示ししていくか､そ

こは十分検討して、次回お示しさせていただこうとは思います。

【大串会長】 どうぞ。

【岡田委員】 不勉強で申し訳ないんですけれど､その整合性がなかったときというのは

問題視されたりとか、何か市民から意見があったりとかということはなかったんですか？

逆に。

【伊東委員】 ないです。

【内田館長】 そもそも今までないんで｡基本はやっぱり同じ方向向いて、ちゃんとやっ

ています。

【岡田委員】 向いているから？

【内田館長】 あえて言うと、概括的なのが点検･評価で来ていて、より細かくなってい

くというイメージが図書館評価というとこだと思っていただければ、何となくイメージは

しやすいかなとは思います。

【伊東委員】 いいですか。

【大串会長】 はい。

【伊東委員】 自治体によってやり方がちょっと違っていて､非常に細かくやっている自

治体は、図書館の業務の細部にわたって点検･評価をしているんですけれども、本市におい

てはそれほど細かくやっていなさそうなので、その辺はいいと思うんですけど、ただ､大枠

である程度はくっついていたほうがと、そういう意見です。

【大串会長】 どうぞ。

【内田館長】‘ 皆様に評価していただくには､当然御存じなければ評価しようがないと思

いますので、その点は先ほど申し上げたように、次回何かしらお伝えしたいと思います。

【大串会長】 それじゃなくても、図書館だけじゃなくて、社会教育のほかの部局、公民

館とかいろいろあると、そういったとこも同じように枠がかかってるわけだね｡同じように

やったほうがいいとか、やるべきだとか、こういうふうにやるんだとか、そういうのはど

う？
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【内田館長】 所管が各課違うので、ほかの課についてどうかは言えないですけど､基本

は全部そこのところに回って、みんな目標立ててということはやっている。それはほぼ同じ

です。

【大串会長】 なるほど。一応知識として、そういうのがあると知っといたほうがいいよ

れ。

ほかにいかがでございますか、その他、質問とか、そういうのは。

じゃ、今日新しく参加された委員の方がいらっしゃるんですけど、どうですか。こんな感

じで毎回進んでいるんで、もうちょっとこうしたほうがいいんじやないかとか、こういう説

明が必要だとかというのがあれば。ほかのとこではこうやっているぞとか。

【清水委員】 私は､今日はもう話についていくのがやつとという感じだったので、もう

少し勉強して参加をしたいと。

【大串会長】 いやいや。謙虚な御発言で痛み入ります。

大丈夫でしょうかね。もう少し事務局からこういう説明が必要だとか､いろいろあればぜ

ひ言っていただいて､みんなと共有したほうがいいと思うんで､それぞれみんな専門家であ

るわけなんでね。

じゃ、ほかに特に御意見がなければ､今日の会はこれで終了したいと思いますけれども、

いかがでございますか。

よろしければ､今日の日程は全て終了ということでございます。閉会して、これで散会致

します｡後でまた皆様方のほうにお問合せがあるということで、よろしくお願いいたします。

どうもお疲れさまでした。ありがとうございました。

－ 了 一

－23－
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令和6年度図書館協議会視察（報告）

1 視察の目的

複合施設としてまた指定管理で運営していることについて、小金井市立図書館に

当てはめた場合の検討題材とする。

2 日程

令和6年7月23日（火） 午後2時30分～午後4時

3 視察先

昭島市民図書館（アキシマエンシス）

4 参加者

（1）図書館協議会委員

大串会長、岡田委員、清水委員、関本委員、北澤委員、小林委員、白井委員（7

人）

（2）職員

図書館長、奉仕係長、庶務係長、庶務係主事（4人）

5 質疑応答

事前に質問を送付、当日、視察の中で回答あり。

6 当日の感想・主な意見等

・ 子どもと高齢者だけでなく、中高生の利用が多い理由として、閲覧席の多さ、

Wi -Fi 、コンセント設置の環境面が大きいと考えられる。

･ Wi -Fi のスピードも速く、ハード面の環境が整っている。

・ アキシマクジラの化石がシンボル的存在となっており、昭島の歴史へ興味を

持つきっかけとなっている。

・ 施設内各所のネーミングがユニークで興味がわくようになっている。



小金井市立図書館基本計画図書館評価函 罰

令和5年度事調( 評価対象
、2024/○/○

小金井市立図書館

評価の目的

小金井市立図書館では､｢小金井市図書館基本計画｣に従し施策･事業展開を推進していますb図書館評価
( 図書館法(昭和25年法律第118号)第7条の3)ば､その取組目標【PI an】にもとづく事業の結果【Do】を分
析･評価【Check】し､次年度以降の実施･改善【Act i on】につなげるものです｡評価結果は公表し､市民に開かれた
図書館運営を図ることで､計画に掲ける図書館像｢人と地域のためのいちばｿi , みぢかな『知の拠点』｣の実現を目指し
ます。

※図書館が関係する評価には､馳方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）」第26条の評価
と｢小金井市生涯学習推進計画｣の評価があります｡これらは､｢第4次小金井市生涯学習推進計画｣で定める施策につしWて､図書館
だけではなく､それに関係する複数の担当部署の進捗状況を包括的に評価しています。

ざ

評価方法

第一次評価を図書館､第二次評価を小金井市図書館協議会が行います。
‘｢小金井市立図書館基本計画の評価の体系図」（2ﾍー ｼ）に基壹浩､4つの基本方針垂に事業の実施状況を
把握するとともに､定性的な評価も加え､目指す状態（成果）にどれだけ近づいたかを総合的に評価します。
また､次期計画策定時には､5年間の施策･事業展開を踏まえて基礎調査を実施し､本市の図書館利用率､満
足度､事業. ｻー ﾋｽの認知度を把握することで､図書館の運営･ｻー ﾋｽがどの程度向上したのか経最終的な成果を
評価します。

ー

1
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墓本方針1 誰もが利用しやすい図書館

｜

’
図書館は､誰もが安心して施設を利用できるよう､図書館ｻー ﾋｽを身近に感じられるよう､環

境の整備を行います｡また鶴図書館サービスが広く市民に認知されるよう､広報を行います。
内容
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取組目標【Pl an】
坐■ 一 一

施策1-1誰もが利用しやすい施設とサービスの環境づくり

‐ 令和5年度取組目標【PI an】1－1－1

安全･安心に利用できる施

設環境を整えます

－●誰もが安全安心に利用できる施設環境を保つよう､LED照明への順次
1－1－2

談も祷り扇しやすい施設雲蔑麗巣のﾚｲｱｳﾄを変更し､鶴内の見通しを改善し議す。
環境を整えます

○本館1階書架見出Lﾉｻｲﾝの書体をユコ(一ｻﾙﾃｻYﾝﾌｫﾝﾄに変更し

1－1－3 ます。

地理的. 時間的制約により★本館の開館時間拡大に向けた準備を行います。
図書館施設の利用が難しい★緑分室の委託化に向けた準備を行います。
市民に対して､サービスの提

供方法を検討します

設環境を整えます

●誰もが安全安心に利用できる施設環境を保つよう､LED照明への
更新を行います。

☆本館1階書架のﾚｲｱｳﾄを変更し､館内の見通しを改善します。

★本館の開館時間拡大に向けた準備を行います。

★緑分室の委託化に向けた準備を行います。

■

1－1－2

誰もが利用しやすい施設

環境を整えます

地理的･時間的制約により

図書館施設の利用が難しい

三

施策1-2市民に届く広報活動、

令和5年度言醗且目標【Pl anl

●図書館ﾎー ﾑページ､X( I 旧Twi t t el う、図書館だより等を活用し､多角

的な情報発信を行います。

★読み間かせ絵本ﾘｽﾄの作成を行います。

1-2-1

様々な媒体を活用し､市

民に届く積極的な情報発信

を行います

●図書館ﾎー ﾑページ､X( I 旧Twi t t el う、図書館だより等を活用し､多角

施策1-3 1CTを活用した図書館サービスの充実

1-3-1 令和5年度取組目標【Pl an】

図書館ｻー ﾋｽの向上につ・図書館ｻー ﾋｽのI CT活用等を検討. 研究します。
ながるI CT活用と今後の在り・ｵﾝﾗｲﾝ環境によるイベントを行います。
方の検討を図ります ☆Wi -Fi 環境の整備を行います。

1-3-1

図書館サービスの向上につ

ながるI CT活用と今後の在り

方の検討を図ります

●図書館ｻー ﾋｽのI CT活用等を検討･研究します。

●ｵﾝﾗｲﾝ環境によるイベントを行います。

す。

凡例☆=薪規重点取組事業★＝継続重点取組事業○=新規事業●＝継続事業

、
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主な事業の結果【Do】
一＝ ■■■ﾛ■■■■

‐ ~ 一

施策1-1期待される成果：図書館孵り用しやすくなったと感じる市民加曽える

1-1-1

安全･安心に利用できる

施設環境の整備

●刀ｸﾎｽﾄ1台の入替

●館内防災訓練（本､東､緑､北）

●図書除菌機を継続設置（本､東､緑､北）

●館内照明の一部をLED照明へ更新（本､緑）

☆本館1階書架ﾚｲｱｳﾄの変更

1-1-2

誰もが利用しやすい施設

環境の整備

●閲覧室書架の修繕（本､緑）

●ｺﾐﾕﾆｹー ｼﾖﾝﾎー ﾄ､筆談ﾎー ﾄ等の設置（本､東､緑､北､西）

●図書館の利用案内の外国語版（英語､中国語）をユコ(一ｻﾙﾌｵﾝﾄで作成

○本館1階書架見出しｻｲﾝをﾕﾆﾉ(一切ﾚﾃｻｲﾝﾌｫﾝﾄﾍ変更

〆

1－1－3

地理的･時間的制約を

超えたサービスの提供検討

★本館開館時間拡大に向けて職員･勤務体制と拡大すべき時間を検討

★緑分室の委託に向けた環境整備と､関係団体との引継ぎを実施
｡

｜ ’ ’ － －

I
弓

施策1-2期待される成果：市民の図書館情報への接触銅蔓が増える

1-2-1 ★未就学児向け読み間かせ絵本ﾘスト（1, 000部）を作成して健康課へ配布

様々な媒体による積極的★小学校中学年向けﾘｽﾄを作成し各館で配布（名称｢おすすめ本ﾘｽﾄ｣）
な情報発信

●各館のｲﾍﾝﾄ周知及びﾃー ﾏ展示について､図書館HPとX( | 旧Twi 仕er ) で広報

●｢図書館だより｣発行（本･緑6回）

●M世代向け広報誌発行（北4回）

●｢ひがしちょう空間｣発行（東4回）

●｢きたまち空間｣発行（北4回）

1-2-1

様々な媒体による積極的

な情報発信

★未就学児向け読み間かせ絵本ﾘスト（1, 000部）を作成して健康課へ配布

★小学校中学年向けリストを作成し各館で配布 （名称｢おすすめ本ﾘｽﾄ｣）

I

施策1-3期待される成果：サービスの利便性が高まる､ｻー ﾋｽが効率化する

1-3-1 *Wi -Fi 環境の整備（北）

I CT活用と今後の在り方・ｵﾝﾗｲﾝおはなし会（緑）の実施( 111回､113人参加）
の検討

○学級文庫の貸出し申込をLogoﾌｵー ﾑ環境で整備（本）

●ｵﾝﾗｲﾝｲベント（北）の実施（｢紹介型読書会･出令型読書会｣8回42人）

1-3-1

1CT活用と今後の在り方

の検討

☆Wi -Fi 環境の整備（北）

●ｵﾝﾗｲﾝおはなし会（緑）の実施（11回､113人参加）

凡例ユ☆＝新規重点取組事業 ★＝継続重点取組事藥 ○＝新規事業 ●＝継続事業

凡例2「本｣＝本館「東｣＝東分室「緑｣＝緑分室「北｣＝貫井北分室「西｣＝西シ含会館閏霊室
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6寺 合 口墓玉芳針1に対弱成果の分析･－次評価【Check】

A：基本方針に対しての成果”った。

A l B: 基本方針に対しての成果は一部分であった。
C：基本方針に対しての成果を出すためには､課題がある。

架のﾚｲｱｳﾄを変更したことで奥まで見通せるようになり､安全･安心に利用できる環境が整備できた。
･本館1階書架見出しｻｲﾝをｺﾆﾊー ｻﾙﾃｻｲﾝﾌｵﾝﾄﾍ変更し､ｻｲﾝの統一をはかったことで､館内表示が見
やすくなり､館内利用への配慮が進んだ。

･本館開館時間拡大に向け､20時までの時間帯別来館者数と貸出状況の調査､拡大後を想定した職員の勤務
体制の試行等､検討を進めた。

､緑分室の委託に向けて､市民説明会､関係団体との協議､施設環境の修繕等を行い､円滑な移行に努めた。
･市立小中学校へ図書館が行うイベントのﾁﾗｼや M 向け広報誌を配布しているが侭ﾋﾞ ﾌﾘｵﾊ゙ ﾄﾙ（知的書評合
戦）の案内は､市内都立高校等へも配布して図書館の利用を促した。
．｢おすすめ本｣ﾘｽﾄは子供の成長段階に合わせた本選びの参考となるよう､年齢層を分けて作成した。
･貫井北分室にWi -FI 環境を整備した｡その結果､貫井北分室におけるｲﾝﾀ ﾈーｯﾄ利用件数は45件（前年度
比93件減）と落ち込んだ｡なお､国立国会図書館ﾃｼﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝの個人利用が拡充されたことも要因と考え
られる。

１

霞翻掴醐
－ － -テ

次年度以降の実施･改善事項【ACt i On】

･多くの市民要望がある｢静かに読書ができるｽﾍー ｽ｣｢読書や調べ物ができるｽﾍー ｽ｣に応えるため､本館1階に閲
覧机を備えた閲覧ｽﾍー ｽを設けたい。

･書架の見出しｻｲﾝのﾕﾆﾊー ｻﾙﾃｻｲﾝﾌｵﾝﾄﾍの変更は､全館で順次取り入れて行きたい。
･本館開館時間は開館日全日で、19時までとしたい｡ただし､児童室のある2階は児童の安全等を考慮して17
時までとし､その周知を行いたい。

･緑分室の開館時間を19時までとし､休館日を第1．3火曜日に変更することで､開館日･開館時間の拡大を図
りたい。

･次回の｢おすすめ本｣ﾘｽﾄの作成は､小学校高学年を対象に作成を進めたい。

･Wi -Fi 環境の整備は本館及び各分室の閲覧利用状況を見ながら､研究撞註を進めたい。
･ｵﾝﾗｲﾝイベントは､イベント講師が遠方の方等の場合や遠方からも参加城見込まれる場合には､実施を検討した
い。
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| 駕競悪i 画書鼈｣という点では､本館のﾚｲｱｳﾄ変更やｻｲﾝのﾕﾆﾊー 駒…化職夢様葱利用壱に配職し
た改善城見られた｡しかしﾌﾗｳｼﾝｸしていて､書架の切れ目が狭く判別しにくいなど､ﾚｲｱｳﾄ変更には更なる改善が必要と思
われる。

また本館に関しては､あらゆる利用者の資料利用･運搬の面ではｴﾚﾍー ﾀｰ設置は必須であるが､ｴﾚﾍー ﾀｰの位置が難点で
ある｡2階利用者は､車椅子など障害のある方は利用できても､健康に不安を感じている高齢者や､ﾍﾋ ｶーｰの親子連れ､たくさ
ん資料を利用して上下階移動の運搬に辛さを感じる一般利用者などは､職員利用もあるｴﾚﾍー ﾀｰは職員優先に感じ､利用し
難い｡ｶｳﾝﾀｰ位置の変更などは考えられないだろうか｡もっと開かれた感覚城必要ではないか。

本館の開館時間の全日19時閉館はせひ実現していただきたい｡2階利用時間は利用者の年齢制限を設けて､1階同様の19時
閉館が多様な利用者のﾆー ｽに応えられると思う｡罐濫善を望み是拾苛

緑分室伝関bﾓは委託化さ稀-ｶｦｼﾀｰ内の雰囲気も咲幅伝変おﾗﾂ誌不安もあった方f寺たくさん利用きせﾓ頂き〒委託前と変お

貫井北分室は｢きたまち空間｣の発行をいつも楽しみにしており､大変有効で有用な内容を市民に公開していると思う｡また多種
多様な展示やｲﾍﾝﾄで情報発信に力を入れていることがよく伝わる｡【岡田委員】

･次年度以降の実施･改善事項【Act i on】
‐ へ同同感筐工11画114ﾕﾐﾛと＝＋、へ\拝 ｰ ～

兇

、 一V■｡
､

討鱗高当｡【北澤委員｝

．「1－Z－1の次年度以降の実施･改善事項について｣活用する媒体として｢小金井市公式LI N E｣の追加を検討してはどう
か。

また､YA世代はXやHPよりも, nt t agr am等で情報収集をおこなっていると聞く｡M世代へのｱﾌﾛ ﾁーとして､新しい広報媒体の
検討も盛り込んではおか｡【小林委員】

. 本館1F書架のﾚｲｱｳﾄ変更は､利便性･安全性向上だけでなく､館内の物理的な狭さを感じにくくするなど、視覚的効果も
あって良い見直しであった。

図書館開館時間の平日夕方以降の拡大は､図書館利用者（特に現役就労世代の市民）の増加に緯ﾒつくと考えられ謝面で
きる。

貫井北分室のWi Fi 環境整備は良い取り組みであり､是非全図書館施設への整備拡大を図ってほしい。
図書館活動の広報にあたっては､利用者層の多鯛上に沿って媒体を拡大することが重要で、ﾎー ﾑﾍー ｼの拡充やX活用は評価
できるが､例えば市のuNEｱｶｳﾝI ､ﾍの掲戯などさらに拡大が求められる｡【白井委員】

･書架のﾚｲｱｳﾄやﾕﾆﾊー ｻﾙﾃｻｲﾝﾌｵﾝﾄﾍの変更､ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝﾎー ﾄなどの設置など市民への配慮がされていてよい
と思います｡しかし､本館ではｽﾍー ｽにも限りがあり､やはり､昭島の図書館のような多くの人に利用される魅力ある図書館にする
ためにもっと広い敷地での図書館建設ができれ(舞いのにと思いました｡【関本委員】

､
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蕊
一

三

誇薑の楽蝿‘言びを広彪図書館墓本方針2戸

｡ T

熟､P 〒､‘，可? ←、
鯛､≦、－．、 ･’ ‘, 念, ‘ｰ ､、 ‘ ”…．

読書を介して､人は､別の世界を覗いたり､疑似体験や新たな発見をしたり､生活に役立つ知
識を得たり､誰かと読後感を共有したり､趣味や興味城広がったりと､その楽しみ方や醍醐味は無
限大です｡図書館では､あらゆる人が本に触れる喜びと読書の楽しみを体験できるように努めま

内容

す。

認壺穰【PI 締 一一 側露I
施策2-1子鈷に読書の楽しみを届ける活動の充実

令和5瑁壹取組目標KPi an】2-1-1

図書館に親しんでもらい、 ★図書を身近に感じてもらえるよう､乳幼児から参加できるおはなし会やイベ
読書を楽しんでもらうための ン卜､児童･生徒を対象としたﾃー ﾏ展示を行います。

事業･イベントを開催します ○乳幼児と保護者向けのおはなし会｢ととけつこうのおへや｣の開催方法を見
直します。

2-1-2 ●図書館の利用啓発のため､市立小学校の1年生を対象とした訪問活動
学校等への図書の団体貸を行います。
出等を通( ﾉて､幅広い資料・子鈷と関わりのある団体へ団体貸出しを行います。
に触れてもらい読書の幅が広★市内小学校の学級文庫向けの団体貸出ﾉ､yク（’年～5年生）の追
がるように支援します 加を行います。

－●図書を身近に感じてもらえるよう､主にYA世代を対象としたﾃー ﾏ展示を行
2-1-3

ﾔﾝｸｱダルト( YA)世代います6
（注）向けのｺ ﾅーー やイベ●Mｻﾎー ﾀ とー協力･連携をしてイベント等を行います。
ン卜等の充実を図ります☆電子図書室の学校連携について研究を行います。

2-1-1

図書館に親しんでもらい、

読書を楽しんでもらうための

事業･イベントを開催します

★図書を身近に感じてもらえるよう､乳幼児から参加できるおはなし会やイベ
ント､児童･生徒を対象としたﾃー ﾏ展示を行います。

○乳幼児と保護者向けのおはなし会｢ととけつこうのおへや｣の開催方法を見

を行います。

●子鈷と関わりのある団体へ団体貸出しを行います。

★市内小学校の学級文庫向けの団体貸出ﾉ､yク（1年～5年生）の追

●図書を身近に感じてもらえるよう､主にYA世代を対象としたﾃー ﾏ展
います｡

●Mｻﾎー ﾀ とー協力･連携をしてイベント等を行います。

☆電子図書室の学校連携について研究を行います。

学校等への図書の団体貸

出等を通して､幅広い資料

に触れてもらい読書の幅が広

ﾔﾝｸｱダルト( YA)世代

（注）向けのｺ ﾅーー やイベ

ント等の充実を図ります

施策2-2人生100年時代の多種多様な学びの支援
一

令和5年度取組目標【Pl an】

★図書を身近に感じてもらえるよう､幅広い世代を対象としたﾃー ﾏ展示､一

般向けの講座やイベント等を行います。

☆図書館本館60周年行事に向けた検討を行います。

一

2-2-1

多様な年代が､知的好奇

心を満たし､新たな発見を得

られるよう働きかけます

施策2-3特別な配慮力泌要な人への支援の充実

2-3-1

ハ方…ｻー ﾋｽのl M繍鯆拡充を図ります

令和5年度 取組目標【PI an】

八ﾝﾃｨｷﾔｯﾌ･ｻー ﾋｽの

拡充を図ります

●点訳･音訳資料を図書館ｻﾎ゚ ﾀー （ーﾎﾗﾝﾃｨｱ）の協力を得ながら

料の作成を行います。

●対面朗読､宅配ｻー ﾋｽを行います。

★八ﾝﾃｲｷﾔｯﾌ･ｻー ﾋｽの周知のため､広報活動の拡充を検討します。

得ながら､資

料の作成を行います。

の協力を得ながら､資

凡例 ☆＝新規重点取組事業 ★＝継続重点取組事業 ○＝新規事業 ●＝継続事業

(注）ﾔﾝｸｱダルト( YA)世代＝主に中学生高校生を中心とした世代を指します。
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主な事業の結果い6】
一 一ーー － ﾛ7F守口可

施策2-1期待される成果：読書を楽しみ､図書館を利用する子ども加曽える

2-1-1

子鎚力画書館に親し

み､読書を楽しむ事業の実

施

★乳幼児おはなし会｢ととけつこうのおへや｣の実施（本6回85人､東5回48人）

○乳幼児おはなし会｢ととけつこうのおへやmi ni ｣の試行(本4| 回33人）

★おはなし会（本45回439人､東6回30人､緑22回261人（ｵﾝﾗｲﾝ含む）、北

35回287人）

★乳幼児（0歳～5歳）向けｲﾍﾝﾄの実施（本3回26人､東1回16人､緑北なし）

★子ども向けのｲﾍﾝﾄの実施（小学生以上及び家族向けｲﾍﾝﾄも含む）

（本4回101人､東1回12人､緑4回“人､北7! 回215人）

子鈷向けｲﾍﾝﾄのうち、1日図書館員ｲベント（小学生）（緑1回10人）

子ども向けｲﾍﾝﾄのうち､夏休みﾃー ﾏ別に本を探して楽しむｲベント（小学生）

（北118人）

●学校訪問(市立小学校の一年生対象）（9校､1, 055人）

★児童向けﾃー ﾏ展示の実施（本23回､東19回､緑25回､北27回､西11回）

☆学級文庫向けの団体貸出ﾉ砂ク（1年～5年年生）各学年3ﾉ､ク

（1ﾉ､ｸ35冊程度）を追加

●団体貸出（208団体､22, 901冊）うち､調べ学習支援16件

●外国語の絵本及び児童書の購入(全館96冊）

●八ﾝﾃｲｷﾔﾂﾌのある子ども向けの図密の賭入（全館3冊）

☆電子図書館の学校連携について関係各課と調整

･YA( ' 中高生)向けイベントの実施(北2回1弘）

M' 向けｲﾍﾝﾄのうち、1日図語館員ｲﾍﾝﾄ（中学生) (北1回7人）

●Mｻﾎー ﾀ とーの交流･活動の実施（北6回22人）

●M向けﾃ ﾏー展示の実施（本6回､束3回､緑3回､北11回､西なし）

●YA世代向け広報誌の発行（北4回）

●職場体験等受入れ（中高生）（本､東､緑）

具

2-1-2

子鎚の読書の幅力拡が

るような支援

2-1-3

YA世代向けのｺ ﾅーー や

イベント等の充実

施策2-2期待される成果↑読書を楽しむ市民が増える

2-2-1 ★一般向けﾃー ﾏ展示の実施（本30回､東12回､緑10回､北24回､西12! 回）

知的好奇心の充足新た・著名な作家に対する追悼ﾃー ﾏ展示（一般､児童M向けを含む）の実施
な発見の機会の提供

（本8回､緑1回､北14回）

★一般向けｲﾍﾝi ､の実施(大学生以上及び全年齢対象も含む）（本6回100人、

束6回38人､緑2回52人､北35回333人）うち､ｵﾝﾗｲﾝｲﾍﾝﾄは北で実施

（｢紹介型読書会･出会型読書会｣8回42人）

全年齢対象ｲﾍﾝﾄのうち､16ﾐﾘ映画会(本3回66人､緑2回52人）

●ﾘｻｲｸﾙ図書配布ｺ ﾅーー の設置（本心東､緑､北）

2-2-1

知的好奇心の充足･新た

な発見の機会の提供

★一般向けﾃー ﾏ展示の実施（本30回､東12回､緑10回､北24回､西12! 回）

●著名な作家に対する追悼ﾃー ﾏ展示（一般､児童､M向けを含む）の実施

★一般向けｲﾍﾝi ､の実施(大学生以上及び全年齢対象も含む）（本6回100人、

施策2-3期待される成果：読書を楽しむ市民加曽える

2-3-1 ★障害者週間のｲベント（宮地楽器ﾎー ﾙにて開催）にてﾊﾝﾃｲｷﾔﾂﾌｻー ﾋｽの周知

八ﾝﾃｲｷﾔﾂﾌ･サービス と関連本の展示
の拡充

●点訳･音訳資料の作成（12点）

●対面朗読の提供（7回）

●デイジー図書の貸出（34点）

●宅配ｻー ﾋｽ利用の貸出（65件168点）

2-3-1

八ﾝﾃｨｷｬｯﾌ･サービス

★障害者週間のｲベント（宮地楽器ﾎー ﾙにて開催）にてハンディｷｬｯﾌｻー ﾋｽの周知

と関連本の展示

●点）

凡例1☆＝新規里点取組事業 ★＝継続重点取組事業 ○＝新規事業 ●＝継続事業

凡例2「本｣＝本館「東j =東分室「緑｣＝緑分室「北｣＝貫井北分室「西｣＝西乏合全館回書幸
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~=－－~－~~1
－ － 」墓本方針2に対する成果の分析･－次評価【Check】

A: 基本方針に対しての成果があっだ。

B: 基本方針に対しての成果は一部分であった。

C: 基本方針に対しての成果を出すためには､課題”る。

A

･図書の個人貸出冊数は､令和5年度は879，784冊で前年度から約5万3千冊減少した｡大きな要因と
して､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の分類が令和5年5月より2類から5類へと移行し､行動制限がなくなったことが考
えられる。

一方で､図書館利用の促進や読書の楽しみを広ける講演会や読書会の開催回数と参加者は､令和4年度64
回/654人に対し､令和5年度は75回/956人であった（乳幼児ｲﾍﾝﾄ､おはなし会､職場体験､点訳講
習会､各ｻﾎー ﾀｰのみの対象イベント除く）。特に公民館との複合施設内にある分室では､公民館との協働講座を
行い､イベント対象者も子鈷を対象としたｲﾍﾝﾄだけでなく､YA(中高生）世代､一般（大学生以上）、全年
齢に向けて幅広く企画した｡新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症による行動制限解除の影響が大きく､イベント回数と参加者は
増加したものの貸出数の増加には結びつかなかった。

･乳幼児と保護者向けのおはなし会｢ととけつこうのおへや」（6回／85人）を､さらに気軽に利用してもらうため、
｢ととけつこうのおへや｣より5分短く､事前申込なしで参加できる｢ととけつこうのおへやmi ni ｣ (4| 回/3 3人）を試
行した。

･実施期間を1ケ月以上に設定したｲﾍﾝﾄも実施した｡貫井北分室では､夏休み期間（7月19日～8月31
日）に｢ヤンさる探偵をお手伝い○○の本を探せ｣と題し､、ﾃー ﾏ別（山､猿､飛行機など）に合った本を館内で探
して楽しむイベントを実施し､期間中118人の参加を得た。

･小学生には､学級文庫への団体貸出ﾉ砂ｸを追加し､読書習慣維持に向けた支援を行った｡電子図書館の学校
連携について関係各課と協議し､検討した｡現状に照らし合わせ､中学校八の導入を推進することは可能と判断し
た。

･令和6年度は､「小金井市立図書館設置条例｣にもとづき､図書館が小金井第一小学校の一部で開館（昭和
39年）してから60周年となる｡その記念として､多方面より図書館に関係する記録写真を資料として収集した。
･宅配の利用者は､令和5年は65件/168点で前年度に比べ20件/182点の減少となっている｡障害者
週間に合わせて出張展示を行ったが､出張( ｱｳﾄﾘ ﾁー）による周知だけでなく､外出が困難な潜在的図書館利用
者の掘り起こしが今後の課題と考える。
七

次年度以降の実施･改善ヨ頁【Act i on】

･読書の楽しみや､資料との出会いを増やすためのイベントやﾃー ﾏ展示を継続したい｡特に複合施設であれば公民
館との協働事業等を次年度も協働して行いたい。

･電子図書館を市立中学校に導入したい。

･図書館本館60周年行事を行いたい。

･八ﾝﾃｨｷｬｯﾌｻー ﾋｽをｱｳﾄリーチによる周知とともに､宅配等他市の事例を研究したい。

Ⅱ
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‐~一言電言震~一■
竜

一 ‘．．．､曾玲誤琴浄函
: ＝＝＝＝＝

| ･｢読醤の楽しみと喜びを広げる図書館｣に関しては､小学校向けの学級文庫団体貸出ﾉ､ｸが全校全ｸﾗｽ分には不足している
為､申し込みが遅れるとﾉ､ｸの利用ができず､利用できなかったｸﾗｽは自ｸﾗｽで対応しなければならず､苦労している｡ぜひ早急
に全校全ｸﾗｽ分の充足を図って頂きたい。

小学校1年生対象の訪問活動の際､全員に(もしくは希望者を募り) ､図書ﾉ､ｸの配布をお願いしたい｡同様に利用カードの作
成を促し､できれば作成してしまってはいかがだろうか。

中学校の電子図書の進捗を公開し､学校だけでなく､学校図書館との連携について立てた考察を伺いたい。
郷土資料の｢館内利用のみ｣から一般貸出を行ってほしい。

｢ととけつこうのおへやmi ni ｣試行は､実施には苦労もある臆ろうが､乳幼児保護者の参加意欲を促し､大変喜ばれる取り組みだと
思う。

｢ﾔﾝさる探偵…｣ｲﾍﾝﾄは素晴らしい企画であると思う｡もっと周知する方法があると良いと思う｡【岡田委員】

｡｢★八ﾝﾃｲｷﾔｯﾌ･ｻー ﾋｽの周知のため､広報活動の拡充を検討します｡｣この部分に関する取り組みとして
｢★障害者週間のｲﾊﾝﾄ（宮地楽器ﾎー ﾙにて開催）にて八ﾝﾃｨｷﾔｯﾌｻー ﾋｽの周知と関連本の展示｣とありますが､昨年
度資料と同様であり､結果､拡充していないので､新規の部分を是非生み出して欲しい｡【北澤委員】

･ｲﾍﾝﾄ開催における公民館との協餓蒼座など､公民館活動との連携は評価できるので､是非さらに拡充してほしい。
全世代（特に現役就労世代）の利用促進のため､( 1)一般向けｲﾍﾝﾄの拡充､( 2)公民館活動との連携､( 3) ｲﾍﾝﾄの周
知･広報活動の充実などにさらに注力してほしい｡【白井委員】

FPP=共"ず‘' 一一t-m' ?､へ必､しﾘ ｧー・・い' -ﾑ･ﾑ､，‐△' 一へ. 一・一・8－ｧ｡, 、÷弐一一フ1辞令←一一圭一士雪2．－－＝
齢ﾁそちの笑顔I E元霊鈴ﾗﾓいますきまったくのボラ寿千ｰー ジン“YUL. ･9 K：E』”' 、Uー写娼、uJ1い' ｡U＝l Lg 目l ”フコローE面示ヲ万一コ

【関本委員】
ｹ

子
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墓本方針3 地域に役壷右､地域とと遇( z歩む図書館

図書館は､市内で活躍する人･組織･団体等と協力･連携することで､地域と支えあいながら、
地域に役立つ図書館を目指します。

内容

ｉ一一
一取組目標【PI an】

一 一 ＝

施策3-1地域との協力. 連携

3-1-1

地域活性化のため､行政

機関や､地j 或で活動する団

体･機関と協力･連携します

令和5年度 取組目標I Pl an】、

★関係団体と連携したﾃー ﾏ展示を行います。

●地域で活動する団体や大学等との協力､連携により､地域の読書活動等
の拡充が期待できる取組を検討します。

施策3-2市民との協働

令和5年度~取組目漂i 【pl an) -ーユーご~一3-2-1

図書館サポーターとともに図

書館事業を進めます

●おはなし会ｻﾎー ﾀ とーともに､おはなし会を行います。

★おはなし会･点訳･音訳ｻﾎ゚ ﾀー （ーﾎﾗﾝﾃｨｱ）の育成を行います。

●図書館壹録団体へ活動の場等の提供を行います。
3-2-2

図書館弩録団体の活動を

支援します

勺

施策3-3市民とともに図書館を考える

令和5年度取組目標【PI an】一 －－3-3-1

図書館サービス･事業の充

実に向けて､市民と意見交

換を行います

●図書館座談会等の機会を通じ乙意見交換を行います。

~凡例☆＝新規重点取組事業 ★＝継続重点取組事業 ○＝新規事業●＝継続事業
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主な事業の結剰”】‘ ‘か 『ﾛ

ｰー ｰー ﾑー－

~一一~一一 一 毒 一 一一

ジ、, ‘‘達，‘
。 詮4．群聯‘電鈴
酵

- . よ 函一 一今一一宝杢. . 苦"-_ ' _ ‐
’

施策3-1期待される成果；地域の団体等の図書館利用が増える､市民が資料に触れる機会が増える

3-1-1 ★市役所関連各課等との連携によるﾃー ﾏ展示の実施（本12回､緑26回､北2回
地域活動団体･機関等と西' 回）

の協働での地或活性化 連携によるﾃー ﾏ展示のうち､宮地楽器ﾎー ﾙとのﾃー ﾏ展示の実施(本7回）
★児童及びMでのﾃー ﾏ展示のうち､職場体験等で選書した展示（本1回､緑4回）

●図書館見学･まち探検受入れ（全館で受入れ､8回）

●ｲﾍﾝﾄ主催者育成（北､子鎚哲学ｲﾍﾝﾄ）

●ﾒﾃｨｱを活用した図書館の魅力発信（北､小金井市観光まちおこし協会､3回）

●地域書店との連携（北､ﾁﾗｼ配布）

●地域商店との連携（北､ﾁﾗｼ配布､｢恋活読書会』参加者へのｺ ﾋーｰ券配布）

・包括協定先の総合学院ﾃｸﾉｽｶﾚｯｼの学生に電子図書館専用利用番号を付与

●学校図書館関係者向け（本｢本の修理講習会｣､北｢飯能高校図書館のとりくみ｣）

●障害者福祉E ﾝﾀｰ通所者の配架作業受入れ（緑）

●障害者就労支援ｾﾝﾀｰ実習生受入れ（緑）

●保育施設等へﾘｻｲｸﾙ図書配布（本1, 721冊）

●職場体験等受入れ（大学生）（本､北）

●大学図書館との連携（東京艘工大学図書館利用154件、

東京経済大学図書館利用118件､その他紹介状3件）

○東京学芸大学､宮地楽器ﾎー ﾙとの協働事業（ひらくひらくひらく）体）

3-1-1

地域活動団体･機関等と

の協働での地域活' 圏上

★市役所関連各課等との連携によるﾃー ﾏ展示の実施（本12回､緑26回､北2回

西1回）

連携によるﾃー ﾏ展示のうち､宮地楽器ﾎー ﾙとのﾃー ﾏ展示の実施（本7回）

I

巳

’

施策3-2期待される成果：図書館で活動･活躍する市民がi 曽える

3-2-1

図書館ｻﾎー ﾀ とーの図

書館事業の推進

●おはなし会ｻﾎー ﾀ にーよるおはなし会実施（本5回､東6回､緑11回､北35回）

★おはなし会ｻﾎー ﾀｰ育成講座の実施体1回18人､北1回47人）

○音訳ｻー ｸﾙによる本館内ｱﾅｳﾝｽ録音登録

●点訳ｻﾎー ﾀ にーよる点字資料の作成（4点）

●音訳ｻﾎー ﾀｰによるﾃｲｼｰ図雷の作成（8点）

●音訳ｻﾎー ﾀｰによる対面朗読の実施（7回）

★点訳講習会の実施（本10回1ｼﾘ ｽー）

●図雷館登録団体による本館集会室･別館利用（167回）3-2-2

図書館登録への活動の

場の提供

施策3-3期待される成果：市民のニーズに合ったｻー ﾋｽが提供される

3-3-1 ●図書館座談会の一環でﾉ､ｸﾔー ﾄﾂｱー を実施（本2回8人）

図書館サービス等に関す・おはなし会ｻﾎー ﾀ とーの意見交換会の実施
る市民との意見交換

●音訳･点訳ｻﾎー ﾀ とーの意見交換会の実施

3-3-1

図書館サービス等に関す

る市民との意見交換

●図書館座談会の一環でﾉ砂ｸﾔー ﾄﾂｱー を実施（本2回8人）

●おはなし会ｻﾎー ﾀ とーの意見交換会の実施

凡例1☆＝新規重点取組事業 ★＝継続通点取組事業 ○＝新規事業 ●＝継続事業

凡例Z「本｣＝本館「東｣＝東分室「緑｣＝緑分室「北｣＝貫井北分室「西｣＝西乏台会館図書室
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－

基本方針3に対する成果の分析･－次評価【CheCk】
一 一 一 一 一

A：基本方針に対しての成果があった。

Al l B: 基本方針に対しての成果は一部分であった。
C；基本方針に対しての成果を出すためには､課題がある。

. 駅前施設である｢小金井宮地楽器ﾎー ﾙ｣が実施する｢映画音楽｣､｢江戸糸あやつり人形｣､｢能｣等のｲﾍﾝﾄと
連携し､関連資料の出張展示を行った｡各イベントの合間に､本を手に取った参加者から｢こんな本もあるのか｣との
声も聴けた｡出張展示により図書館利用への興味を持ってもらえたと思われる。
･東京学芸大学､宮地楽器ﾎー ﾙとの連携事業｢ひらくひらくひらく｣に参加した｡図書館は､学芸大学生･学芸大学
図書館員･市立図書館員によるおすすめ本の展示と､出張おはなし会を実施した｡駅前ﾛ ﾀーﾘｰに面したｽﾍー ｽで
のおはなし会はく大型絵本も活用したことにより目を引いた。

･職場体験を受け入れた際には､学生の｢おすすめ本｣展示を行ったり､公民館との複合館では講座に関する展示を
行った｡特に緑分室は公民館の講座に関連する展示に力を入れた。

･貫井北分室で行うイベントの周知は､｢小金井市観光まちおこし協会｣の発信動画や､近くの商店へﾁﾗｼ配布等、
地域の団体からの協力も得られている。

･大学図書館利用については､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の分類が令和5年5月から2類から5類へと移行したこと
で､一般利用が再開されたことにより､大学図書館利用カードの利用が増えた。
･点訳講習会の講習完了者7人のうち、2人が図書館で活動するﾎﾗﾝﾃｨｱ団体へ加入し､図書館ｻﾎー ﾀｰ
（図書館サービスを手伝っていただくボラ>ﾃｲｱ）として活躍する方が増えた。
･貫井北分室で行った｢おはなし会ｻﾎー ﾀｰ向けの講座｣は一般の方も広く参加募集を行い絵本の魅力を伝えた。
･図書館座談会は､図書館をよく知ってもらって意見交換をはかるため､「図書館ﾉWﾂｸﾔー ﾄﾂｱー ｣とともに実施して
きた｡しかし､参加者0人の回もあったため､図書館講演会終了後に希望者を募り､ﾉ､ｸﾔー ﾄﾂｱー と意見交換を
行った｡参加者からは､主に利用方法の質問が寄せられた。

次年度以降の詞瓶･改善事項【Act i on】

・本館､各分室ともに地域の団体等との繋がりを維持し､連携事業やﾃー ﾏ展示を継続していきたい｡特に､職場体
験で学生を受け入れた際には､「おすすめ本｣の展示を通して学生が図書館をより身近に感じてもらう一助としたい。
､音訳･点訳ｻﾎー ﾀｰの育成を進め､ｻﾎー ﾀｰの協力を得ながら､各資料作成等の事業を継続していきたい。
､おはなし会ｻﾎー ﾀｰ育成講座は引き続きｻﾎー ﾀｰ向け､一般向けなど柔軟にﾃー ﾏを設定して継続していきた
い。

･図書館座談会等の意見交換の場のあり方について研究を行いたい。
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ー －

4

＝顯鰯騨鷲蜜皇
威

弓 〆 、
L一一 ｮら _

基本方針3について

．｢地域に役立ち､地域とともに歩む図書館｣に関して､基本方針2にも掲げられていたが､宮地楽器ﾎー ﾙとのﾀｲｱi yﾌ企画の出
張展示は大変面白く有意義である城一般市民に広く周知されておらず残念である。

ﾉ､ｸﾔー ﾄﾂｱー は｢開かれた図書館｣には非常に有効と思われる｡もっと周知公開すべきである｡【岡田委員】

･図書館外ｲﾍﾝI ､の開催にともなって宮地楽器ﾎー ﾙなどI こ出張展示するなど､図書館の施設内にとどまらない活動は評価でき
る。

公民館講座の関連展示などは良い取り組みと評価できる。講座講師と十分に会話し､参考文献･図書などを聞き出して紹介・
展示を行うと良いと思う。

公民館活動の連携は公民館併設図書館に限られているようだが､公民館講座に限らず市が主催する講座･ｾﾐﾅー は市域全体
で催されており､市図書館全体としてこうした市民学習機会との連携に取り組むべきと考える｡【白井委員】

．｢恋活読書会｣について不安を感じています｡本好きな友人を増やす出会いの場を提供することはよいことだと思うのですが､進め
方として最後にﾏｯﾁﾝｸｼ ﾄーに記入して発表するとﾎー ﾑﾍー ｼで見ました｡そのことで､さまさ法なﾄﾗﾌﾙ減生じないか､傷つく人
はいないのかと心配になりました｡交流するのは良いことですが､わ鋤､の時間で結果を出し､その後どうなっていくのか…｡慎重に
取り組むべきだと感じます｡【関本委員】

蓮~言戸

号吻卑

nF

ノ
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墓本方針4知る権利､掌碗権利を守る図書館

図書館は､資料ど情報を収集･整理･保存･提供することで､文化を後世に伝えるとともに､市
民の調べる･知る｡学ぶ機会を提供します。

内容
」

、

一 宇

取組目標【PI an】
－ － …

施策4-1資料の収集､整理､保存､提供の充実

｜’七~‐ 一

| 撫鰯簿’
吾和Y蔑隼度 取組目標限l an】4-1-1

幅広い分野において､魅力

ある資料の充実を図ります

★小金井関連の資料を電子化し､電子書籍の充実を進めていきます。

●｢こがれい電子図書館｣の周知を行います。4-1-2

電子書籍の充実を図りま

す

施策4-2市民の｢調べる｣｢知る｣｢学ぶ｣を支える

’4-2-1 1. …一 ‐‐令和5鼠塞I 諏組目標【PI ahr ･一一天一4-2-1

「調べる｣｢知る｣｢学刷た

めの資料･情報の充実を図り

ます

●調査研究のための資料情報を収集･保存･整理し提供します。

●図書館業務の質の向上､ﾚﾌｧﾚﾝｽ機能の向上を目的とした研修に参加
します。

○図書館ﾎー ﾑページに調べものﾘﾝｸ集等を整備します。

電

4-2-2

「調べる｣支援の充実を図

ります

4-2-3

図書館ｽﾀｯﾌの専門性を

高めます

施策4-3小金井の文化･歴史の継承､発信

’4-3-1 1‐‘ 令和5年度取組目標【PI an】4-3-1

わかりやすい地域学習に役

立つ資料の作成を行います

すま

・
い

講
読

罰
俸
電

読
嶢
禄

成
雑
蓋

誹
資展

卜政々一
歩
行
娠

習料料
学資資

蝿
蝉
噛

★
●

●

可

★地域学習シートを作成･発行を行います。

●地域資料､行政資料を収集､保存を行います。

●地域資料のﾃー ﾏ展示を行います。

4-3-2

小金井に関する地域資

料･行政資料を充実し､利

用者へ提供します

凡例 ☆＝新規重点取組事業 ★＝継続重点取組事業 O=新規事業 ●＝継続事業
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主な事業の結果【Dd】
一 一画. ﾛ － － 曲 一 一 一一 一

施策4-1期待される成果：図書館が提供する資料に魅力を感じる市民力贈える

4-1-1

魅力ある資料の充実

●ﾏﾝｶ資料収集の検討

●資料の購入･受入れ（21, 235点）

●相互貸借による資料提供の実施

ノ

4-1-2

電子書籍の充実
●こがれい電子図書館の利用案内の英語版･中国語版の各分室へ配布

●こがれい電子図書館のﾁﾗｼを市役所庁舎と関連施設に配布

●電子書籍資料の貸出（9, 525点）

★｢こがれい電子図書館｣に生涯学習課文化財係の協力のもと､地域資料の電子化

（3点）

施策4-2期待される成果：図書館で調べる､知る､学ぶ市民が増える

4-2-1

調べる･知る．学ぶための

資料･情報の充実

●参考資料の受け入れ（全館29, 545点）

●利用者用ｲﾝﾀ ﾈーｯﾄ端末の提供（本61回､北45回）

4-2-2

ﾚﾌｧﾚﾝｽ･サービスの充

実

●国立国会図書館ﾃｼﾀﾙ化資料送信ｻー ﾋｽ､歴史的音源ｻー ﾋｽの案内

●図書館だよりで参考資料紹介（1回）

○調べものﾘﾝｸ集 国会図書館ﾘｻー ﾁﾅﾋ等15件追加

I
←

4-2-3

図書館ｽﾀｯﾌの専門性

向上

●図書館業務の質の向上を目的として都立図醤館等主催の研修に参加

●生涯学習課文化財係との研修会実施

○認知症に対する理解促進研修の実施（東､北）

○国立国会図書館職員を講師に招いたｵﾝﾗｲﾝ研修の実施

施策4-3期待される成果：小金井の文化･歴史に対する市民の関心が高まる

4-3-1

地域学習に役立つ資料

の充実

★地域学習シート｢小金井わくわくたんていだん｣の発行（1回）

4-3-2

小金井に関する地域資

料･行政資料の充実

★｢こがれい電子図書館｣に生涯学習課文化財係の協力のもと､地域資料の電子化

( 3点）

●地域資料･行政資料の収集

●定点撮影の実施

●小金井に関する新聞記事の収集､ファイリング

●市民文庫の充実（北）

●地域資料のﾃー ﾏ展示（北4回）

凡例1☆＝新規重点取組事業 ★＝継続重点取組事業 ○＝新規事業 ●＝継続事業

凡例2「本｣＝本館「東｣＝東分室「緑｣＝緑分室「北｣＝貫井北分室「西｣＝西之台会館画害室

16
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一 一墓本方針4に対する成果の分析･－次評価【CheCk】
A：基本方針に対しての成果があった。

A ’8，基本方針に対しての成果は一部分であった。
C6基本方針に対しての成果を出すためには､課題力蛎る。

のであること｡｣と､されている｡選書会議を経て緑分室と貫井北分室には､主に閲覧用の｢ｺﾐｿｸﾏﾝｶ｣が所蔵され
ている｡マンガは｢ｺﾐｿｸﾏﾝｶ｣、「学習ﾏﾝｶ｣、「ｺﾐｯｸｴｯｾｲ｣等幅が広い｡ﾏﾝｶのﾘｸｴｽﾄは一定数寄せられて
いることから､｢湊書基準の適宜見直し｣の一環として､他市の｢ﾏﾝｶ受入れ基準｣を研究し､収集方針の内規を改
定した。

･利用者ｲﾝﾀ ﾈーｯﾄ端末の利用が落ちこんだ｡理由として､国立国会図書館ﾃｼﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝの個人利用力拡
充されたことと､Wi -Fi 環境が整備されて多くの方祷り用したことが要因と考えられる。
･図書館ﾎー ﾑページに､調べものﾘﾝｸ集を15件追加し整備を行った｡ﾘﾝｸ集について別途､使い方や整備したこ
との周知も必要と思われる。

･図書館ｽﾀｯﾌの能力向上のため､令和5年度は国立国会図書館とｵﾝﾗｲﾝで結び､同館職員を講師とした｢国
寺国会図書館を使いこなす｣と題した講習を実施した｡また､委託館である東分室､貫井北分室では｢認知症に対
する理解促進研修｣を実施した。

･地域資料の電子化は生涯学習課文化財係の協力により､小金井市史等版の古い資料から順次進めた。

■

宝

次年度以降の実施･改善事項【ACt i on】

. ｢小金井市立図書館選書基準｣の除籍期限や､資料の外部保管等､他市の状況を研究し､見直したい。
･電子図書館を市立中学校に導入したい。

. 調べものﾘﾝｸ集の周知は､「こがれい電子図書館｣の利用促進も含めて周知を研究していきたい。
･地域学習支援シートの作成､発行を継続していきたい。

､図書館業務の質の向上を目的とした研修､先進市の図書館見学を実施したい。
､地域資料の電子化は､引き続き関係課との協議を進めるとともに､他先進市の状況も研究していきたい。

17
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図書館協議会による意見【墓本方針4について】
基本方針4について

．｢知る権利､学ぶ権利を守る図醤館｣に関して､郷土資料の｢こがれい電子図書館｣､地域学習シート等に期待している。
ﾏﾝｶに関して､設置するなら中途半端ではなく､もっと本気で収集して蔵書構築してほしい。

また､蔵書点検ではどの程度不明本が出ているのだろうか？他市と比較したり､利用者数に対しての不明数の割合など知りたい。
時代遅れなのかもしれないが､I Cﾀｸの導入などで､公共物利用への関心を高めるべきではないだろうか？【岡田委員】

･小金井市市史などi 也域資料の整備は評価できる。一方､小金井市の市史や文化財資料は市民にまだ十分には周知されて
いないと思われる。市の文化財ｾﾝﾀｰは文献のみならず実物史料も豊富で価値ある場所なの/誠騒市民でこの存在を知ってい
る人は改少ない。市文化財係と連携して史料の整備や市民への広報を進めていた虎差たい｡【白井委員】

先進的な市の図書館見学ができよかったと思いますが､それが小金井市の新しい図書館建設に繋がることを切に願います｡【関
本委員】

｡

9
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図書館協議会による意見【全体について】
全体について

･首都圏の図書館は､1970年代後半から80年代にかけて､住民の本の貸出要求が津波のように押し寄せて､どこも貸出. 返却
ｶｳﾝﾀ をー維持するので手一杯の状況で､そのへんをうろうろしている野良猫の手も借りたいという状況になって､ﾚﾌｧﾚﾝｽも児
童ｻー ﾋｽなどもｽﾄｯﾌして対応して､やっと落ち着いたと思ったら､今度はｺﾝﾋｭ ﾀー化で人を減らされ､少ない人数がさらに少なく
なってそのまま今にいたっているのが実情｡これを､住民の情報ﾘﾃﾗｼｰの向上とか､地域の課題解決とか､まあ､学者先生が言う
ような図書館へ変えていくのは､至難の業｡少ない人数でよくやっている｡また､登録者などが減っているのは､ｺﾛﾅもあって､今後
数年の経過を見ていかないと評価はできないと思っています｡【大串委員】

､市民に開かれた図書館であり､「人と地域のためのいちばX, みぢかな『知の拠点』｣を目指すために､既存の立地･建物･状態を活
かした改善を図り実施してきたが､限界を感じる部分も大きいのではないか。
しかしｻー ﾋｽ面では､利用者として感じるのは､現状､不足している部分もあるが､ニーズに応える形で対応できていると思う｡利
用する私たちの､利用者としての自覚や成長も必要であると思うので､ﾊﾗｴﾃｨに富んだ講座やｲﾍﾝﾄを更に工夫､充実させてほ
しい。

今回､改めて基本計画と取り組み内容を見直したが､協議会委員としてもっと実施事業に参加しなければ意見できないと感じた。
委員には事業日程表を配布し､参加要請や手軽な聴講許可など､もっと積極的に参加を促進する必要があるのではないか。

【岡田委員】

､ｺﾛﾅ禍の終焉と裏腹に図書館利用者が減少傾向にあるのは残念なことである。市民の足を図書館に再び向かわせるためのさ
らなる努力に期待したい｡都による図書館利用調査結果を眺めてしYて､市民有効登録者の市民割合力肩い（25％前後）自
治体と低い（10数％）自治体に二掴こしているように読み取れる｡ちなみに小金井市は15％で低い方｡高い自治体は武蔵野
市､稲城市など｡この違いは何に起因するのか気になるところである｡【白井委員】

I
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‘虫垂垂跨 ，豐墓ご里墜

参考指標（3年間）
跨 踊爵

令和5年度令和4年度令和3年度

32, 498人33, 493人34, 130人市民登録者数

市民登録率

(市民登録者数÷1/1現在人口）
26．08％26．85％27．39％

232, 888人243, 735人251, 765人来館者数（貸出者数）

879, 784点933, 556点993, 051点個人総貸出点数

411, 834点414, 134点445, 971点児童書貸出点数

497, 823点504, 166点505, 435点蔵書数

蔵書回転率

(貸出点数÷蔵書数）
176. 73％185．17％196．47％

242, 465件243, 659件260, 136件予約件数

電子図書館利用者数

（貸出者数）
1, 226人1, 236人1, 237人

9, 525点10, 525点10, 399点電子書籍の貸出点数

7, 070件6, 813件8, 218件ﾚﾌｧﾚﾝｽサービス件数

八ﾝﾃｨｷｬｯﾌ･サービス

貸出冊数（宅配十デイジー等貸出）

図書館おはなし会ｻﾎー ﾀｰ

団体数

202点386点412点

16団体15団体15団体

7団体7団体7団体図書館登録団体数

図書館と連携事業（展示）を

行った機関数
5団体7団体5団体

｢小金井市の図書館(令和5年度版) ｣より一部抜粋
｢東京都公立図書館調査結果｣とは一部集計方法が異なるため､数値が異なる。
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【紗零資料】令和6年度 東京都於宥個書館剛壷納果より幽粋(数字は令和5年度実頗〉
予約受付総数(岡）

席産天垂可面
個人貸出貸出冊数買出韓致《側漣室数回婁鞄散(鰯） ‐

席冨=天罰室77雨
個人貸出登鐡者有効登録者欧(人)内訳うち自治体内有効登録者

l 市民割合

遥人貸出貸出冊数貸出総数(冊）自治体名 人口 四人賞出登録者登録者総数(人）
市民一人当たり(厨）

749‘1742G123, 130 2. 040‘936 3-65 1. 34559. 526八王子市 1. 639. 529 112. 933 470413 8. 47％293

388. 582 2．091. 388‘450 1. 180. 590185. 737 928. 100 54. 447 25. 915立川繭 aOO

630. 235不明 4．262. 278, 994武磁野市 148‘079 980. 571 213i 240 38｡309 25. 87％6. 62

416‘101 2U91. 623i 967 8．531, 848. 95794, 806 36u648 19. 26％三鷹市 190, 309 823, “5 4．33

301231 0. 23731. 125 0胃栂市 129i l 78 611, 699 44, 249 04－74

590. 249 2. 271, 7741996 不明不明府中稲 259‘941 1‘566. 614 130, 2116．03

154. 606 1. 35729, 008 670, 887 5, 8647, 159 不明詔島市 114. 578 500. 316 4．37

682. 664不鋸 2852. 301u797不明隣布市 239. 247 1‘335‘291 73. 926 月VALI 1国558

667. 304 1. 553‘004, 640 2. 710‘102 6. 294820746 74, 276 17. 25罰町田布 430. 558 1. 173. 902 273

241i 913877, 77】 7．04 1．94879. 78435, 782 18, 622 14. 94％小金井術 124. 677 497β23 3．99

366. 00911266. 835 1-861‘365, 201 6-45156, “7 30, 081 15. 32％196. 388 1, 173. 246小平布 5, 97

527‘782 2. 81不明1. 430, 74931, 230 29, 070 15. 49%日野市 187. 617 803. 496 4. 28

2“‘222 1. 61892, 440 5. 89978, 227未取得 21, 182 13. 98淵粟村山市 151. 494 725‘493 4. 79

207. 300 1．61774, 824 6．01798. 24747. 829 17. 603 13-64％国分寺市 129, 007 595』370 4. 62

90. 290 1-19371･744 4．90399ｮ95323. 558 10989 14. 4鋸75‘816 355‘851図互市 4. 69

450997 0. 82372. 922 不鶚7. 701 5－ﾌnR 9-24％福生市 56. 375 4“､118 8. 23

140. 653 1. 72442. 072 5．40483卿67811, 453 源_卯囎81. 940 303, 050 220858狛江市 3. 70

1040792 1. 235731420 不明不明27‘613東大和市 84ｮ995 468i 566 5-51

1420719 1．913520925 447247】06199, 995 13. 37科3770317 941814消淑市 740763 5. 05

187, 875 1. 61不明732. 89513, 906 11-94％18‘152東久圃米市 116. 445 500, 481 4-30

58. 193 0－82230. 869 3. 2625557417. 7砿43. 346 12. 544武薩村山市 70. 861 320‘297 4合52

491. M4 3. 321. 3940029 9. 431. 607. 20719. 73％53. 833 29, 146147. 75] 799. 651多庫市 5. 41

245‘973 2. 62736, 405 7. 8512065. 563326100 21, 996 23. 44％683. 082稲城市 93. 823 7. 28

28, 331 0. 522M, 234 3, 96257, 1705. 478 10. 11鷺21』201羽射附 54. 162 416. 499 7. 69

99, 364 1. 25434. 825 5. 47540‘21617. 47％17‘025 13. 87679, 448 649. 580あ噂る野市 8. 18

738. 813 3. 597. 671i 577. 9721. 912‘67530‘443 14. 8峡71, 363西東京市 205‘737 781. 891 380

『個人貸出登録者散拝間の累酎登録者数ではなく､評価対象年厩束日理麺書鍾需歌. 愚お､海頁頁祠而蚕扇署ぼ吾画示雇雪吾ザニE乖豆原看”電子塞編ｻー ﾋｽのみの登録者は含忠愁い｡
『囲人貸出登録者有効登録者数j 鋼査対象年度内I r…館剰用し従容認審哉．
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第4次小金井市子ども読書活動推進計画 進捗状況 ※【事業実績自己評価】楓における評価基単について
A計画どおりにできた
巳揮ね計画どおりにできた(事業目槙をある程度達成したが､今後の改善､検肘を要する）
C できなかった

’
| 籠認’I
草案実紐
自己評侵 岬価の理由及び 令和6年度以降の方向性､解題等| 偏鯉覇’N･｜取組 ’ 令和5年度事案実績回答令和4年度事案実績回答令和3年度事粟実綱回答取組 事業目標 所管邸■施筑項目

４
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一

弓
一

鹿馴
一一

幻日

－
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一一弐
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､
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沮
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割

翠節3軍 ■

’

１

( 1)家庭に
おける銃書
琿境の充
実に向けた
支援

O趣児から2鰻児
と保瑛者向けおは
なし会の実施

脱み聞かせや絵本を媒体としたコ
ミュニケーションの大切さを啓発す
るために､O産児から2蟻児と保幽
肴向けのおはなし会を継幌的に実
施します。

O茂児からｸ歯0厘と保瞳者向けお
はなし会の回散
→15回

O謹児から2歳児と保瞳君向けお
はなし会の回敗
→10回

O愈児から2蹴児と保瞳者向けお
はなし会の回数
一4回

O趣児から2蟻児

なし会の実施

A回客餓

ｒ
ｒ 家
庭
・
地
域
の
取
組

’
令和5年度は､おはなし会を実施しているサポーター､12団体

｡

に資料を186雨貸出した．
今後も引き続き､地域でおはなし会などの図嘗に関わる活動に
携わっている地域文庫やサークルなどの方々の活動を支援す

おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の団体貸出の利用団
体数
→10団体
おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の資料の貨出冊数
→144冊

おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の団体貸出の利用数
－12団体
おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の資料の貸出冊敵
一186冊

おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の団体貸出の利用数

誰雛を実施しているボラン
ティア団体の資料の貸出冊数
→252冊

地域でおはなし会などの図書にI RI
わる活動に携わっている地域文陳
やサークルなどの方々の活動を支
授するため､団体貸出のサービス
を実施します。

②地域にお
ける図書に
関わる活動
の充実に
向けた支援

地域文庫やサーク
ルなどへの支援の
充実

るためも団体貸出のサービスを実施する。

※「小金井市立側室館基本計画｣にてﾎﾗﾝﾃｨｱの名称をサ
ポーターと変更することが明記されているため､令和4年度から
『おはなし会サポーターj という文言を使用する。

A図冑餉

令和5年度は､本飽で市立小学校の学級に貸出している｢団体
貸出ﾊｯｸ｣について､利用ｸﾗｽ数が多い1年生から5年生用
ﾊｯｸ追如作成のため､通常の購入分とは別に資料を購入し
た. また､全餓を通して､リクエストが多い貴料の過加購入や貸
出が多い貴料の頁い替えを実施したが､児宣及びYA' の貴料購
入冊数は前年度に比べて約8粥減少したことから､B呼値とし
た＠

子どもの成長に合わせた蔵香構戚

を保つため､図書購入貝を絶持ま
たは必要に応じて増観し､魅力ある
透書及び図書の購入を行います．

1尾奮害の購入冊数
→7. 907冊

塀音呑の購入冊散
一8. 554冊

唖毒害の購入嗣敗
一6. 995冊

成長に合わせた
図書の提供

B回＝蚊3

今按も引き膿き､｢団体貸出ﾊｯｸ』を追加作成し､醗書の幅が
広がるような支援を行うと同時に､魅力ある図書を遮書･購入( 1) 麟書環

竣の充実 し､子どもの成長に合わせた蔵書柵成に弱める。

令和5年度も､季節ごとのテーマ展示のほか､ミニ展示､庁内他
陳や市立小中学校との連撹事業にあわせた展示､追悼展示等
を行い､様々な図書を紹介することができた．
今後も引き鰻き、季節の行事だけでなく工夫を凝らしたテーマ
展示を行い､械々な図書を手に取ってもらえるように努める。

季節の行事だけでなく工夫を凝らし
たﾃー ﾏ展示を行い. 様々な図書
を手に取ってもらえるように努めま
す．｣；

ﾃー ﾏ展示の実施回散
→(実撞同; 数) 138' 回

テーマ展示の実施同数
→(実能同数>152回

テーマ展示の実施回致
→(実撞回数) 135回

A図害館展示図書の充実

令和5年度は､全館で､乳幼児コーナーや壁面等に､季節に合
わせた装飾物を展示した｡また､本館では書架修繕及び修繕に児童書架などの装鰯の実施餓数

→(実施館) 5航
児奮書架などの書架の見直し

実態盤数
→(実施館) 2舷

児音客架などの較飾の実施節数
→(妻瞳館) 5館
哩毒害架などの書架の見直し

婁施鰹數
→(実施値) 3館

照竃書架などの装飾の実施飢数
→《実施館) 5航
9厘音書架などの書繋の見直し

実撞鰹数
→(実施館) 2館

団宴館への親しみを感じてもらい、
利用の拡充を図るため､児宣書架
及び乳幼児コーナー､YA| コーナー
の践筋や書架の見直しを行いま
す．

伴う書梨移動､緑分室では書架修絹を行い､雄もが利用しやす
いよう児宣書架の見直しを行った。
今後も引き線き､蝿曹書渠及び乳幼児ｺ ﾅー‐池コーナー
の装筋や寄架の見直しを行う．

( 1)隆書琿
境の充実

A図客鰹コーナーの充実5

~
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取組 施策項目 事案目祝 令和3年度事栗実績回答 令和4年度事粟実措回答 事五実賦
回己禰伍

蔑ぜ冤署 令和5年度事桑実績回答 評伝の理由及び 令和6年度以降の方向性. 塵題等

令和5年度も､各回予定通り実施することができた｡本飽での
実施に際して､前年度は参加者同士の密集を避ける諄の理由
から椅子に座ってもらっていたが､令和5年度は敷物を敷いた
上に靴を脱いで座ってもらった. また､緑分室では､令和4年度
に引き線き､Web' 会脳アプリを使用した｢ｵﾝﾗｲﾝでスペシャル
おはなし会』を開伽した。

図書や物騒の世界に親しんでもら
い､図書館へ来餌する習佃づけと
なるよう､3蟻児から小学校低学年
向けに定期的なおはなし会を実施
する。

3厳から小学校低
学年向けおはなし
会の充実

3歳児から小学校低学年向けお
はなし会の実施回数
→62回

3龍児から小学校低学年向けお
はなし会の実施回数
→109回

3奴児から小学校低学年向けお
はなし会の実施回数
－108回

図害館I A

今後も引き銃き§図書航I ”しみ銃書の楽しみを届ける機会と
してs達児から小学校低学年向けに定期的なおはなし会を実施
する。

令和5年度も､エ作会やおたのしみ会のほか､小中学生の一日
図書館員､中学生及び高校生､大学生の磁場体験学習等の受
入や､子どもと跳書に関する踊座等を行った。

膝書の機会や図書鮒への来餉の
きっかけづくりとなるよう､櫛々な世
代に向けたイベントや鯛座を継綬し
て実施する。

潔鰄溺艤燕鰈
ﾝ卜や購座の実施回数
→52回

今後も引き親き､状況にあわせて実施方法や定員導の見直し
を行い､様々な世代に向けたイペントや讃座を継続して実施す
る。

※｢様々な世代に向けたイベントや講座｣には､まちたんけん等
の他団体が主催するイペントにおいて､図書鉱が受入れを行っ
たものを含む。

槌々な世代に向けたイペントや
鯛座の実施回散
→91回

様々な世代に向けたイベントや
諭座の実施回数
一76回

経綬的なイペント
の実施

7 団塞鯨 A

② 醍書活
動の支援 令和5年度も､小学校高学年から25雄狸度, の ' Mｻﾎー ﾀｰ同

士､テーマごとに､おすすめの本を持ち寄り､紹介しあうなどの
活動を行った。
今後も引き続き､図書館がよりお気に入りの空間となるよう､Y
Aサポーターの活動などによって図書館の通営に撹わってもら

恥サポーターの活動(貫井北分
室のきたまちいひろばの妻旋回
数と参加人数）

恥サポーターの活動《貫井北分
室のきたまち瓶ひろばの実施回
敗と参加人数》
→(実施回数>5回、

（参加人数) 16人

瓶サポーターの活動(貫井北分
室のきたまちYAひろぱの妻梅同
敗と参加人数）
→(実施回数) 5回、

（参加人数) 22人

図書飽がよりお気に入りの空間と
なるよう､YAサポーターの活動など
によって図書鯨の運営に雛わって
もらいます。

子どもの図塞竝運
営への参加

図害蛇
A

| →離蝋徹
つ｡

令和5年度も､' Lﾌｯｸ導の特別な支援を必要とする子ども向
けの図書の追加賜入を行った. 外国鱈図書については、全館
で英晤図書を68冊購入し､本館では中国瓶図書を28嗣購入し
た．

点字絵本や"コック(やさしく賎
みやすい本)などハンディキャッ
プのある子ども向けの図書の購
入冊数
－13冊

外国脳絵本など外国鱈を母賠と
する子ども向けの図書の購入冊
散
一78冊

点字絵本やLLﾌｯｸ(やさしく賎
みやすい本)などハンディキャッ
プのある子ども向けの図婁の瞬
入冊数
→10冊

外国脳絵本など外国語を母鳩と
する子ども向けの図書の購入冊
数
→89冊

点字絵本やLLブック(やさしく暁
みやすい本)などハンディキャッ
プのある子ども向けの図書の購
入冊数
一3冊

外国脳絵本など外国鴎を母脳と
する子ども向けの図書の購入冊
敗
一96冊

外国晤を母隔とする子どもや､特別
な支援を必要とする子どもの豊か
な醍害活動の支援のため､外国躯
絵本や点字絵本などの図書を通宝
するとともに､必要な体制について
検討します。

震た､本節､西之台会航図書室では陣がい者週間( 12月3日
(日)～12月9日〈土) ) にあわせてﾃー ﾏ展示を実施した｡本館
では､書架修絹に伴い車イスでも通りやすいように槻を移動さ
せた｡緑分室では､桜町痢院ｼﾖ ﾄーｽﾃｲに通う子どもたちの
休館日受け入れに関して､痢院の担当者と受け入れ内容簿に
ついて破湧した。

配慮が必要な子ど

| 瀞ｻー ﾋｽの
9 図書髄 A

今後も引き続き､外国閲を母閲とする子どもや､特別な支擾を
心要さする妻どもの丑かな暁書活動の支援のたあさ外唾窪
本や点字絵本などの図書を選定するとともに､必要な体制につ
いて検肘する．
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令和5年度も､図書館ホームページ等による市立小学校の学
級に貸出している団体貫出ﾊｯｸの周知のほか､1年生から5
年生用ﾊｯｸを追加作成し､各小学校への利用希飽への対
応､ﾊｯｸ利用の拡充に努めた. また､学級文庫貸出とあわせ
て餌ぺ学習貸出を周知したことで､鯛ぺ学習貸出の貸出冊数
が蝋加した。

市敬育研究会小中合同図書蛇部との交溌会の書面審膿､市立
小中学校図書室司書との交斑会を開催した際､鯛ぺ学習の希
望箕料や学鐘文庫の団体貸出のご定見をお聞きした．
今後も引き続き､団体貸出ﾊｯｸなどの資料をそろえるととも
に､ｲﾝﾀ ﾈーｯﾄを活用しながらより利用しやすい貸出や混本
を研究する。

令和5年度は､｢膝み間かせ絵本ﾘｽﾄ』について､子どもの成
長段碕に合わせた本避ぴの参考となるよう､乳幼児向けリスト
の改灯､小学校中学年向けﾘｽﾄを作成し､発行したほか､こど
も家庭センターの3～4か月児健康診査受診者に湿布している
ﾌｯｸスタートﾊｯｸに同封した. また. 幼穏園､保育園などの
子どもと関わりのある鰭樋関に､団体貸出を実施した。

, 今後も引き綾き､幼穏園､保育園などの子どもと関わりのある

' 鵲陛穂蕊蕊§艤雛鴬繍より良い

各学級で麟書の機会を身近に感
じ､また､授某で必要とする図書の
提供を支援するため､団体貸出
ﾊｯｸなどの資料をそろえるととも
に､より利用しやすい貸出や混本
のシステムを研究します．

学級文庫貸出の貸出冊数
→16，718冊
鯛ぺ学習貸出の貸出弼数
一1. 087"

学級文庫貸出の貸出冊数
→17. 863冊
餌ぺ学習貸出の貸出冊数
－1．143厨

学級文庫貸出の貸出冊数
→15. 067' 冊
鋼ぺ学習貸出の貸出冊数
－753冊

市立学校などへの
団体貸出の充実

A問＝髄10

腺み聞かせ絵本ﾘｽﾄの配布部
数
－10 500部
子どもと関わりのある麓橿関へ
の団体貸出の冊数
一3, 745冊

賎み間かせ絵本ﾘｽﾄの配布部
数
→1. 500部
子どもと関わりのある賭機関へ
の団体貸出の嗣数
一2. 590冊

睦み聞かせ絵本ﾘｽﾄの配布部
致

図書麓-400部
子どもと関わりのある路檀関へ
の団体貸出の閉数
一2. 936冊

幼種園､保育園などの子どもと関
わりのある諸樋関に. 絵本や綴芝
居などを貸出し､子どもたちがより
良い図書に触れられる機会が塒え
るように努めます．

幼稔団､保育回な
どへの絵本などの
貸出

A11

２

１図
書
的
の
取
組 ※令和6年4月1日のこども家庭センター間股に伴い､令和6年

度より､ﾌｯｸスタート事業の担当課は健康扉からこども家庇セ
ンターに変更となった。

( 3)学校及
び関係施
股との連携

小学校1年生向けの学校訪問の
宴瞳同数
－9校33回
小金井市児迩発違支援センター
『きらり｣などの施般への訪問
一0回

小学校1年生向けの学校訪問の
実謹同醗
－9校34回
小金井市児童発達支援センター
『きらり｣などの施股への訪問
→1回

小学校1年生向けの学校訪問の
巽橦同數
→g "37回
小金井市児宜発達支援ｾﾝﾀｰ
『きらり』などの施般への訪問
→0回

図書や図書館麗貝に親しみを持っ
てもらうため､学校や小金井市児童
発達支援センター『きらり｣などの施
股への訪問による族み聞かせや
ブックﾄ ｸーを実施します。

令和5年度も､令和4年度に引き続き､市立小学校1年生のクラ
スごとに学校訪問を実施した．
今後も引き続き､学校や小金井市児音勢撞古盟センター『きら
り』などの施設への訪問による隣み聞かせやﾌｯｸﾄ ｸーを検
討･実施する｡_ ．

学校及び関係膳
設への訪問の実
施

A団垂館12

令和5年度は､図書婁員会の図書鯨見学､希望のあった学校
の小学校2年生のまちたんけんの授案にて受け入れたほか．
本館､緑分室､東分室で､中学校2年生の聴塩体験の受け入
れを行った。
今後も引き続き地域と憧力･連携しながら､図書館見学や職塙
体験の受入れを行っていることを周知し､受入れの体制を整え
る．

画室賊見学及び礎増体駛の受け
入れ回数
一21回

図書故見学及び嵐堰体験の受け
入れ回数
→12回

回書鹸見学及び駐堀体験の受け
入れ回敗
－30回

図書館をより身近に感じてもらうた
め､図書館貝学や轍増体験の受入
れを行っていることを周知し､受入
れの体制を整えます。

回書賊見学･職堪
体験の受入れ

A図垂館13

へ

3/10



P

。

01／し

t

１
１

８
匹

隣
血
の
邸
母
国
騨
古
・
靭
参

８

尋ｳL←
鴻

騨郡1塁恥畢圃個研群嘱望最甥
幹ﾚL←
斑堺曾

' 1ユ' 1謹蝋豪回側箙群嘱望遷遡

尋ｬL←
・ 漁

群郡' 1塁聰肇風+8砿群晒望量剥
騨飢←
獅騨受

Ⅶユ' 1謹醐肇圃祝砺烈晦望量到

尋ﾔL←
増

幹部‘1塁埴暴圃側報誹嘱望暴迩
群かL←
塵騨曾

、ユ勺謹醐讓皿押鞭誹樽望畳遡

。上準1=I E
才曾累込》\嘱望曇罰平・1牽華､h手
引ﾏｺ曾上謝斗豪画祖霧群幅製暴
剃郭1塁聰豪瑠蕊蟹. f牌ご職血の
副主岨､41兵理科宮1回栂載醐側古

。呈圃畢牽華①腫望翠甥､1剃謙系41 判四軒⑦
や融剖且聯母親や゚郭う卑副超V､“郡曾Ⅶユc圃畢畳理､倫尊 翌並M1 熟逼の園

杷羅瀞礪望暴甥
V

"+I 判圏軒畢圃+眠卒例言I 誰輩①堀竪曇甥宮脇制胤聯､軒等

副
革の込掛我
軍卑曇（1）

塞輩の等観曾鐸曇篭､“尋琴欝曾禅零畢瞬迩侭胃
号調も. 郭' 1才囲削V頃孝騨1ン1罫活ﾕ勺華室ﾕ､瑠壽I 叫毒》￥
騨号､屍＃電郡の脳脱①頃孝年' 1欝二曝靭身嘩側厩最靭､翠
覗の鮒紺暴剥郡司幽望呈篭判音哨彰判中>琢込判詳岨毒卿

識L←
斑調

卑勺射董晶側叫曇璽･側扉墨甥
群かL－

墹騨鄙1ユ可噂薫肇
剛剃愚剰郭句盟望畢昇嘩岨泰騨

Ze L-

斑剰
専"1鄭濫畢側叫量調･則匪曇調

騨わ. L←
墹騨曾鯏ユ可騨諺畢

側蜘繁剃郡旬幽製肇身嘩明奉尉

"S L-

壗現
郡司鄭牽畢側喝最靭･凶匿曇調

尋郡←
昭騨受Ⅶユ?調牽畢

側網羅謝郡句幽望畢扉立脚牽卿

。皐聿‘1鴎自暴話翠①琴研
曾上篭韮畢早可姦の最弱ﾕ琲鞠言I
量勵\零索申･零濤､I ﾉ､､19豪濁

班の伽躯暴甥戦副晶卑勺趣きI 暴園

牽韮才羊工
の琴翻曾上早号劉

軍鼓鰍V

°曾・仁瀞蕃畢丑圃ｲ『 少々終にI 坐》・圭
庵≦＊濟砺､珊弗､園融嶮、亙團塁濁⑦剛坐晶識皐l 露語弁

・郡司坐盟盟LZL｡L豪最固1『 上々各
n､可掛需豪騨堅坐謹箪国1r"｣"骨､①垂裏断、斤嘩＆』筈' て皇
浮斡群､騨索､園職嶮、荘回旦割の国里延邸＊毎勤さg畦尋

鴎L3L ･L-
斑鴎坐型最固ｲ降し4，の基裏
断の、' 屍ヰエ"圭氣皇津禽窮､堺
索･團勲瞼、亙画且鶏⑦剛山

"ggZ . L~

斑凹坐迦暴固ｲ孵し4，の呈亜
断の､' 界刀生よ圭痘皇津禽窮､調
古､園融吻、荘園旦濁①M坐

MBe L。L←

斑鴎坐劃丑固ｲ峰ﾙ各n①畢衷
断のシ身嘩坐j 巻ぺ皇非嵩窮､騨
甫､圃職晦幻荘園里吾のM里

。鐸可瀞蕊畢丑固祁々J′
升に14歩圭' て皇非濟露､蕪､圃
職瞼、荘園睡謁⑦団単､可閨望晦
M尋堅固闇墨母回融羽①皿遷團

患塁
壁①住墓暉墨圃

V 琿丑唖 91

醐
血
①
測
量
閲

３鞘匪の孑判
飼覗側(し）。上筆噸題宮I 濫韮

の等剛曾坤鞠邑I 呈回》\写郭母罵士
ユ可鴨馴》7判四よﾙ告ぺ畠那ﾏ邸最
回､ユマ宮曾. f箪董豪琴･1嘩羊l 鄭曽
才室幽囚坐》' 巻' 胃昌灘ﾕⅦ弊害“最
圓､引孚ﾏﾏ堅鐸厨革腫望の料囚
4J' 圭毎昌津､6呼辛I 琴華①互瞬
刺囚笙ﾉ閏圭毎塁＊､、豊豪金琴晶捌

。受暇轟二1章華の琴研受坤開冒I 曇圖
坪写鄭孚昇士ﾕ可鴨別》単一呼一》“弓間筆固､果戦引酔鵠牟

･専可窮惹回49豪琴"1薄聿I 尊曾才言1－岸一HL仔､郭聿
・郭旬箪牽畢軍鋸41

劃一岸一津升等可琢判等､勘. 軍仔非等江･邸＊､羊画室g畦砂

←
等
浮
←
①
津

牢
》
》
匪
輕
》

判
刺

ゴ
〉

才
の

管
撹

騨
昼

科
等

稗
倉

←
琴
非
←
の
非

醒
》
》
匪
輕
一

覇
困

四
判

刺
副

〉
才

の

霊
釧

Ｉ
昌

羊
琴

彌
金

←
等
評
←
①
津

醍
》
鐸
唾
鐸
一

斑
四

四
判

料
司

〉
才

①

峰
顕車

￥
稗

金

梱圃の孑判哩
坐ﾙ当庵塁津糞萌

V 魎毎図 91

。g圃畢球￥
醗掛､4噸畢鮪の局嘩琴撃華ﾕ蓄聿麗豪麗遥､串剥累I 辞観や
。郭‘1畢塀華薗蕊ユnC=1題詞の頃都留上輯迩軒勘晒Ⅶ郡稚

ユ可灘蚕己衷轟圃騨索？邸暴固軍里､､1禦畢々－凸底－1噸可
蓄羊理畢囲爾､判込琴裟峯の孑呈哩諺号圀冴圭中､I j 軍虫､郭聿

。. L票6回孝雄￥騨叫､+噸畢 WY
の房葬琴塑華､軒郭曾塁肇綱寵ユ㈲
c言厩群の唖望垂調の辛身士､司

書I 墨畢劃開のﾏ窃郵蟄閲、泣溌索

←
翠
劉

ｚ
望
欝

回
琴
の①
華

囲
瀞

到
砦回
￥

斑
此
の鋤マィユの

回Z－
堪回認閲①琴塞肇

のユ‘1才跡の虻￥酔驚華①欝劉

回L←
斑回溺闇の琴悪肇

①ユダ稗愉の雌苓舎瀞華①勘劉

霧璽のﾏ湖
箪卦胴、

泣奉〈劇

蜂￥
肪酬の才調号罰刷

V 河畢圀 し1、郡?曇回二I 互鮮､暇孑筆h取豪側葛①
g､早量瞳軍暴回弱輪中､『痙坐、壇蝶邸暴回圓与中巾矛諺堕
旦韓単？曽呼邸最園､呼到部‘1号融畢爵竃輩邑璽断の騨量面
｡郭1剰脳豪手魑華の孑丑阻翠量圃過寺中叩軍虫､剛曇哩畢
の琴鎚翠の孑蝿邸曇圃凹尋申､し琴韻盛星群虫､年誼寄9畦等

回生己毒

浬董圃剛

幾竪湖､甲卜噂1年の割凋溺奏9畦等 、湿田砿の到趣 墨画脚諺滞箪麺主9畦等 暴回醗遥牽唆副毒ｳ唯今 暴回騨董毒蹴到主B唯砂 灘目泰輩 目堕事醐 砺剛 ONp匹里盤



■｛

車風寅拙
ﾛ己屏毎 酔信の理由及び 令和6年度以降の方向性､螺題等令和5年度事業実績回答令和4年度事業実植回答令和3年度事柔実頓回答取組 箆策項目 亭案目極 砺笹固弓NC

小学校での地域ボランティアによ
るブックﾄ ｸーや笠み聞かせを実
施している校数
一7枚
学校回書誼の図書整理業務や
図書修理案務への地域ボラン
ティアを活用している枚数
一9校

小学校での地域ﾎﾗﾝﾃｨｱによ
るﾌｯｸﾄ ｸーや蔑み聞かせを実
施している枚数
一7校
学校図書航の図書整理業務や
図書修理業務への地域ボラン
ティアを活用している枚数
一9校

小学校での地域ﾎﾗﾝﾃｨｱによ
るﾌｯｸﾄ ｸーや賎み聞かせを実
施している校致
－7校
学校図書館の図書整理業務や
図書修理案務への地域ボラン
ティアを活用している枚数
－9校

ﾌｯｸトークや鱗み聞かせ､画室轄
理や図書修理などのﾎﾗﾝﾃｨｱ
活動に､地域の人材の協力を淵る
よう働きかけます．

各校エ夫しながらﾎﾗﾝﾃｨｱを活用しているため､A解価とし
た. 今後､より各校の実情に応じたﾎﾗﾝﾃｨｱの導入を検討し
ていきたい。’19 A地域との連携 指導室

学校図書鰹の図書資料の充実
(学校図書舷の図書賀料の予算
額､淡算額､購入嗣数）
→(予算甑) 8. 417p"円

（決算額) 8. 510. 053円
（購入園数) 4. 4”罷

稚麓図書コーナーなどの展示や
装飾の充実〔推薦回書コーナー
股置牧散） ・
一14校

学校図書鯨の図書資料の充実
(学校図＝餓の図書貴料の予算
顔. 決算額､購入畏致）
一(予算額) 8. 584p000円

（決算額) 8, 579, 350円
（購入侭数) “63罰

推薦図書ｺ ﾅーー などの展示や
装晦の充実(推薦図書コーナー
股匝校数〉
→14校

学校図書随の図書資料の充実
(窪図書館の図書資料の狭算
額､購入園数》
一《決算額) 7. 812､850円

（購入冊数) 4299冊

謹誼図書コーナーなどの展示や
装傭の充実(推麓回書コーナー
i 壺椌数）
一14校

市内外の各狸団体からの図書充実に対する協力もあり､寄磁
図書などで図書資料の充実が図られた。
また､図書担当の敦員だけでなく､図書受貝や学校図書鯨支援
貝を活用するなど､各校の実梢に応じて工夫して装焼等を行
い､学校図喜蝕の琿境整傭を図っているため､A酔価とした｡今
後も各校の取組を共有する纏今を段け､頂境整備の充実を図
る．

３

学
校
・
学
校
図
書
館
の
取
組

藏委の充実を図るとともに､田架の
工夫や推繭図書コーナーの蝕匝な
どを行います. また､学校関係者と
の情報交換を行い､蔵喜の充実を
図ります。

諦
峠
錘各学校図書餌の

蛙慣
A20

( 1) 各市立
学校での支

授

学校図書鯨古狸員の配置日数
→ 小学校9校 週3日

中学校9校 遇2日

学校図書歴塀回と教誼の連携
による子ども厩書活動支擾(学校
図書館支援員と教輸の担当者会
の洲脳回散）
→0回

学校図書館支授員の硯匠日数
－ 小学校9校 遇3日

中学校5校 遇2日

学校図書館支援員と敬凶の連携
による子ども院書活動支援(学校
同室館支援員と敬瞼の担当者会
の開催回数》
一0回

学校図書館支援員の配置日数
一 小学校9校 遇3日

中学校5校 週2日

学枝図書餓妻糎員と教強の連携
による子ども饒書活動支擾(学校
図毒髄支援員と教践の担当者会
の開催回数）
~0回

閲郵a当の教員だけでなく､図書受員や学校図書館支援員を
活用するなど､各校の実情に応じてエ夫して装飾等を行い､学
校図書鰯の琿境壁備を回っているため､A艀価とした｡今後も
各校の取組を共有する槽全妄殺け､環境整備の充実を図る．

学校図書蛇宝擾員の硬西垂拡充
し､学校図書館が円滑に運営でき
るように努めます．

学校図書趣支援
風の配匝

A21
指導室

く
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歸伍の理由及び 令和6年度以降の方向性､課關等

細笛寅屏賦己毎回

取組 箆策項目 事柔目視 令和3年度事案実績回答 令和4年度事業実績回答 令和5年度事業実績回答NC 制臣■弓

４

銃
喜
活
動
と
関
わ
り
の
あ
る
生
迎
学
習
部
署
の
取
組

型
一

電
一

餌
一

溺
一

公民館の主催讃座の中で調座に関
連する図書の紹介を積極的に行い
ます。

公民館主催議座で謙座関連図書
紹介の実施回数
→24回

公民鯨主催購座で講座閏掘図室
細介の実鱒同酌
－61回

公民館主催購座で繭庵聞適画室
紹介の実臆同数
→83回

図書に触れるきっ
かけ作り

前年度よりも回数は増加している. 今後も講座の内容･目的に
合わせ､購塵閏運図書を紹介していく。

公民鮒 A

東分鮒･貫井北分蝕では､公民鮒･図寄餓連携事業を実施して
おり､今後も経綾して実施していく. また､令和6年度より緑分蝕
も実施していく予定である．

( 1)公民鮒
於艮蛇と同室賊とが互いに連携・
漣力し､銃害活動推進に向けた各
臣事案を実施します。

公民鯨と図書舷の連携事業の実
施同詮
→9回

公民館と図書館の連携事業の実
捻向敬
一14回

公民館と図書舷の連携卒業の実
施向敬
一17回

図書麓との連携 径月並 A

圧書活動の関連記事の掲載や掲
示板などで広報を行い､院害景勤
推道の啓発活動を行います。

暁書活動に関連する広報の実施
回敷
＝2回

暁書活動に関連する広報の実施
回敗
→4回

暁書活動に関連する広報の実施
回致
－4回

隣書週間､読書推薦文コンクールポスタ一等を掲示した｡今後
も図霊館と連携し関連配事の掲軟やポスターによる情報提供
を実施する。

情報提供の拡充 公健鍾 A

放畷俊子ども教室において､ボラン
ティアなどの協力を得ながら賎み聞
かせなどを実施し､子どもの銃書活
動を推巡します。

放煤後子ども教室で疎み聞かせ
などの恋晦向溺
→11回

放畷後子ども教室で鯨み聞かせ
などの実施回数．
一15回

放腺後子ども教室で醜み聞かせ
などの実施同数
-26回

前年度に比べ､砿み聞かせの敵が増えており. 子どもの本との
間りを多く持つことができた｡今後も､同様に本とのかかわりを
持つ機会を作っていく。

図書に触れるきっ
かけ作り

生涯学
習腺 A

② 生涯学
習煤

暁書活動実施団体などの社会敬
育関係団体への支援の宴歯回
数
－2回

隆書活動実施団体などの社会敬
育関係団体への支援の宴塗回
敗
→5回

暁書活動実施団体などの社会教
商関係団体への支擾の実撞向
敬
一11回

子ども向けのおはなし会を定期的に行っている社会教育関係
団体があり､その事業を敬育要員会として後援している. 実箆
固數I ±年々増加している。

暁書活動を行っている団体などへ
の支援を行います．

睦書壼動団体へ
の支援

生通学
否届

26 A

候
○

や
ごも

と■
いりｐ

Ｂ６
■■

■何
℃■

一
記

７２ 図書コーナーの充実(公立保育
園の購入冊数）
→239冊

図寄コーナーの充実(公立保育
回の購入冊数）
→280冊

図嘗コーナーの充実(公立保育
園の購入冊数》
－216冊

各園の図書の増冊を検肘していき
ます．

全園において在庫状況を瞳みながら絵本を購入することがで
き､絵本の充実が図れた。

図書の充実 保育腿 A

( 1)保育園
（保育際）

園児の興味を引くようなコーナー
の飾りつけや展示を実施した公
立保育団の園数
－5園

回児の興味を引くようなコーナー
の飾りつけや展示を実施した公
立保育園の園数
一5園

回児の興味を引くようなコーナー
の飾りつけや展示を実施した公
立保育園の園数
－5画

子どもが賎蚕に関心を持てるよう、
年齢や季節に応じた図書の罷置を
行うなどの琿境整儀に努めます．

全圃において絵本の紹介コーナーを股けるなど､絵本に親しみ
の持てる環境づくりができた．

漣書蚕境の整備 保冑脾 A
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’| 篭認I事象実綱
自己晦伍”‘‘覇’ 岬価の理由及び 令和6年度以降の方向性､課悶等令和5年慶事菜実績回答 〆凸令和4年艇事業実綱回答令和3年度事業実植回答取組 事案目桶 所愉解弓施箪項目NC

各圃たより､懇親会にておすすめ
本などを紹介した公立保育園の
画数 ′
－5園

各種たより､懇製会にておすすめ
本などを紹介した公立保育園の
園数
→5園

霊墜鮒麓駐鯛ザ
園数
－5園

全園において､懸眼会で保護者に本を紹介したり. クラスだより
等で季節の絵本を紹介するなど､家庭での践養を推奨する取り
組みを行った．

園だより､クラスだより､保護老悪
親会などを通じて､家庭における親
子厩華推奏します。

蕊書による製子の
コミュニケーション
の推奨

A促育厩29

f

｜勢
大型絵本での膝み聞かせなど園
児の興味を引く保育の実施(公
立保育園の大型絵本の所蔵冊
数）
→20厨

大型絵本での肢み聞かせなど園
児の興味を引く保育の実施(公
立保育園の大型絵本の所戴冊
数）
→23個

大型せなど園
児の興味を引く保育の実施(公
立保育園の大型絵本の所蔵冊

→20喬

大型絵本での厩み聞かせなど園
児の興味を引く保育の実施(公
立保育園の大型絵本の所蔵冊
致》
→16冊

( 1) 保育園
（保育媒）

絵本. 物贈を取り入れた保育活動
を推奨していきます。

図筈の積極的な
利用

A保育隅30

絵本貸出サービスの充実(公立
保育園の絵本の貸出回敗）
-4. 266回

絵本貸出サービスの充実(公立
保育園の絵本の貸出回散）
-880回

5 絵本貸出サービスの充実(公立
保育園の絵本の貸出回敗〉
-0回

絵本の貸出を行い. 家庭で図書に
触れる機会が増えるように努めま
す．

一部の回において､保膜者への貸し出しが活発にr行われてお
り､今按は全図に波及していきたいと考えている。

A保育鰊絵本の貸出31

ワ I

｜
魂

一

昨年度と同様に実施することができた。
今後も晩み聞かせ等の図書に触れる機会の充実に努めてい
く．

ﾎﾗﾝﾃｨｱ団体によるおはなし
会の実億向敬
一◆25回

蕊蕊謁体によるおはなし
→22回

ﾎﾗﾝﾃｨｱ団体によるおはなし
会の実鮨同數
→24回

児宜館において､紙芝居や醜み聞
かせを､地域の関係団体と運撹し
て行っていきます。

児宣音
少年螺

A
地域団体との連携

綿

■

( 刻児宣
餌､学宜保
育所(児童
青少年塵） 各館､各所の醗書活動の実態に合

わせた図書コーナーの塾備を図り
寵す。

児童の興味を引くようなコーナー
の薩害見直しを行った施股数
一14施股

児童の興味を引くようなコーナー
の藏書見直しを行った施股数
→14施殴

児童の興味を引くようなコーナー
の蔵書見直しを行った施股敬
一14施殴| ”

引き続き､蔵書の見直しを行い児童の興味を引く内容や時事や
流行しているテーマを雄むことのできるよう整えていく．

児童冑
少年卿

A佼害琿境の確備
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取組 事竃寅岨
回己13国

施策項目 事案目標 令和3年度事業実績回答 令和4年度瀬桑実績回答NC 既旨菖石 令和5年度事典実績回答 評価の理由及び 令和6年度以降の方向性､謀題等

子どもの年齢･季節を考慮した絵
本の配置(親子あそびひろぱの
蔵書冊数》
－713冊

子どもの年齢･季節を考慮した絵
本の配匪〈親子あそびひろぱの
蔵書冊数）
→715冊

子どもの年齢･季節を考慮した絵
本の配低(親子あそびひろばの
蔵書冊数）
－737冊

令和5年度は､O～2蹴児向けの絵本を充実させた｡また､古く
なった絵本を新しく購入し､入れ替えた。子育て

支掘塵図書コーナーの整備を図ります。統書環填の整備34 A
令和8年度は､図書コーナーの絵本を季節に応じて入れ替え、
競子が手に取りやすい鹿置を心がけていきたい。

③ 子ども
家庭支援セ
ンター(子
育て支援

煤）

５

子
ど
も
と
間
わ
り
の
あ
る
測
樋
間
の
取
組

５
６

３
３

年代に合わせた親子跣書､鏡み
聞かせにふさわしい絵本の紹介
(親子あそびひろばで実施した絵
本や紙芝居の脇み聞かせ事業
の実施回数）
一25回387人

年代に合わせた親子賎書､疎み
聞力tせにふさわしい絵本の紹介
《観子あそびひろぱで実施した絵
本や紙芝居の眠み聞かせ事業
の実施回数〉
→27回694人

年代に合わせた親子暁書､陵み
聞かせにふさわしい絵本の紹介
( 親子あそびひろぱで実施した絵
本や紙芝居の脇み聞かせ事業
の実施回数）
→36回725人

銃書による親子の
コミュニケーション
の推奨

怒染防止対策の綴和に伴い実施回数が増え､参掴人数も墹加
した. 令和5年度は､英緬絵本の暁み聞かせも行った。
引き続き､活動を継続させていただきたい。

親子院害､醗み聞かせの珊の提供
と絵本の細介を行います。

子育て
支援課 A

ﾌｯｸスタート事業は､3～4か月児健診時にﾌﾚｾﾝﾄした絵
本をもとに､健診の待ち時間を利用して､ﾎﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌに
よる蔑み聞かせの仕方をﾚｸﾁｬ しー､もって観子のｺﾐｭﾆ
ｹー ｼｮﾝの充実を図る事柔である. 令和5年度は､新型ｺﾛﾅ
ウイルス感染拡大防止対策として､ﾎﾗﾝﾃｨｱ活動は中止と
し､絵本のプレゼントのみとしたため､本来の目標には遼してい

》
窪》

趣一
雨》錨

癖恥

月齢に合わせた賎み聞かせの実
施( ﾌｯｸｽﾀ ﾄー事柔での疎み
聞かせ実施回数）
－0回
ﾌｯｸスタート事業の幅広い周知
回数
－0回

月齢に合わせた厩み聞かせの実
施( ﾌﾂｸｽﾀ ﾄー事案での陵み
聞かせ実施同数）
→0回

ﾌｯｸｽﾀ ﾄー事業の幅広い周知
回数
弓0回

月齢に合わせた暁み聞かせの実
施( ﾌｯｸスタート事業での陵み
聞かせ実臆同数）
→0回

ﾌｯｸスタート市案の幅広い周知
回散
－0回

3～4か月児亜診の増で､肢み聞
かせを行い､絵本をプレゼントする
ﾌｯｸスタート事業を通して､睦書に
よる親子のコミュニケーションの充
実を図ります。

側 保健セ
ンター(健
康腺）

笠書による硯子の
コミュニケーション
の推奨

36 A

ないが､図書館制作の『赤ちゃんと保護者向け暁み聞がせ絵本
ﾘｽﾄ｣と絵本を受診者にプレゼントした｡令和6年度以降は､ポ
ランﾃｲｱｽﾀﾂﾌと健診事業のﾀｲﾐﾝｸを図りながら､活動再
WHの検酎を進めたい･

子どもたちの発達や興味に合わせて様々な図書に触れられる
よう､随時室内の蔵書を入れ笹えている。

( 5)障害者
福祉セン
ター､児童
発蓮支擾セ
ンター(自
念生崇寅
隈牒）

興味を持ちやすい本の充実(きら
りの児童書の蔵書冊数）
一414厨

子どもの様子に応じた蔑み聞か
せの実施(きらりと図書煙の連携
回数）
－0回

利用褐の特性に応じた本の充実
( きらりの児宣書の蔵書周数》
-645認
発連段階に応じた賎み聞かせの
実施(きらりと画室館の蓮推同
数）
→1回

利用者の特性に応じた本の充実
《きらりの児宣書の蔵書弱数）
-546罷
発連段離に応じた銭み聞かせの
実施(きらりと回書瞳の運墜回
数）
→0回 〔

閲覧用図書の整備や､膝み聞かせ
により図書に親しむ檀会の提供を
図ります。

図書に親しむ橿会
の提供

白古生

活妻埋
膜

行事等の檀会のほか､日常的にも職員による蔑み聞かせを
行っているが､図書への興味を広げる捜会として､以前行って
いた図書麓との連携事杲である｢暁み聞かせ｣を実施できると

37 8

よい。

｢狡み聞かせ絵本ﾘｽﾄ｣の配布
期間
→令和3年4月23日（金）～令和
4年3月31日（木）
r赤ちゃん向け絵本ﾘｽﾄ｣の配
布期間
一令和3年4月1日(木)～令和4
年3月31日(木）

｢鱗み聞かせ絵本ﾘｽﾄ｣の配布
期間
一令和4年4月23日～令和5年
3月31日
｢赤ちゃん向け絵本ﾘｽﾄ｣の配
布期間
一令和4年4月1日～令和5年3
月31日

｢鱗み間かせ絵本ﾘｽﾄ』の逗布
期間
一令和5年4月23日～令和6年
3月31日
｢赤ちゃん向け絵本ﾘｽﾄ｣の配
布期間
一令和5年4月1日～令和6年3
月31日

図寮館全館で､4月23日の子ども腕害の日にあわせて小学校
中学年向けの｢おすすめ本ﾘｽﾄ｣を鹿布したほか､通年『赤
ちゃん向け絵本ﾘｽﾄ』を配布している。

６

軒角
・塵

■な
どの社

丑

８３ 雑聴繰§蕊凋謙驍
成し､子ども･保瞳者に焼んでもら
いたい図書についての惰報を発偏
します．

( 1)図塞館
からの精報
発信

今後も引き鏡き子ども･保堕者に峡んでもらいたい図書につい
ての情報発侭に努める．

※令和5年度は､リストの内容を踏まえて､『陵み聞かせ絵本ﾘ
ｽﾄ｣の名称を『おすすめ本ﾘｽﾄ｣と変更した。

ブックリストの作成 回春館 A
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’亭某実胴
自己陶園 押価の理由及び 令和6年度以降の方向性､牒題等令和4年度率業実植回答 令和5年度率梨実綱回答令和3年度束巣実績回答取組 施策頂目 事業目桶 所管削刀N｡

1 1

小金井市立図書館では. 小学校3年生以上を対象に､小金井
市の子ども向け地域資料『小金弁わくわくたんていだん｣を作成
している. 令和5年度は､『小金井の樹木j をﾃー ﾏに作成した．
今後も引き続き､地填の厨ぺ学習に役立つ子ども向け地埴資
料の作成､充実を図る．

’39

『小金井わくわくたんていだんj の
作成シリーズ敵
→1巻

｢小金弁わくわくたんていだん』の
作成シリーズ散
－1麩

｢小金弁わくわくたんていだん｣の
作成シリーズ数
→1巻

小学生の児童が小金井市について
隅ぺる際の資料が不足しているた
め､子ども向け地域資料を作成し、
地域の脚ぺ学習に活用します。

子ども向け地域資
料の作成

A回■鐙

令和5年度は､おはなし会などの児童行砺やテーマ展示のお知
らせで､図害館ホームページやX(旧TMt t or ) を活用することが
できた｡各図書館行事終了後に行う参加者向けアンケートで
は､図書鮒ホームページ| やX( i I 旧1wi t t er ) を見て行車について
知ったとの回答が挙がった。
また､本竝では､前年度に引き続き児童行事I のLDGoフォームに
よる受付実鹿のほか､図書館行事の広紐の一頚として､X(旧
Mt t e j にて写真や動画を掲載し申迅恒徴を固った. 緑分室で
は､月1回のペースで眺b会魔ｱﾌﾘを使用した｢ｵﾝﾗｲﾝで
スペシャルおはなし会』を開催した。
貫井北分室では､､児童行事等のｵﾝﾗｲﾝ開舷を進めた｡
今後も引き続き様々な媒体によっておはなし会や購座などの摘
報を積極的に発1g' し､必要としている保腹者･子どもに届くよう
更なる広報活動に努める。

図雲鹸ホームページ〈子どもの
i ページ･湖のページ)を利用した

図雲館ホームページ(子どもの
ページ･mのページ)を利用した
情報発償の実施(図喜館行事の
HP更斬回数）
一155回
固毒廊諏tte壷利用した情報発
信の実施(図書蝕耐tterの情報
尭侭回醗）
→168回

ページ･YAのページ)を利用し
圃毒館ホームページ《子どもの
ページ･Mのページ)を利用した
情軽発信の実施(図書醜行事の
HP更蓋回数）
一131回
国毒館Wt t crを利用した情報発
信の実施(図書館TMt t erの傭穏
発愼同數）
－122回

回喜餓ホームページやTwI Mcrを活
用し､おはなし会や讃塵などの愉鰍
を広く発憤し､必要としている保瞳
者･子どもに届くよう更なる広報活
動に努めます. また､おはなし会や
購座などの実施に関して､インター
ネット活用の研究をします。

情報発信の実施(図害飽行事の
HP更新回数）
－155回
國婁館Mue rを利用した愉報発
侭の実施《図書舷Wt t e切精報
発憤同数）
一149回

| ‘
インターネット・
SNSの活用

回害飽40

一

( 1)保育図
（保育螺） 令和5年度も､貫井北分室で実施した児童対象の図書館イベン

トﾁﾗｼの市立小中学校及び市内の高校への送付､市内のコ
ンビニエンスストアでの図書餉イペントチラシの配匿の他､市内
の書店へ図書随ｲﾍﾝﾄﾁﾗｼを送付し配症した．
今後も引き続き､市立小中学校や書店などの民間企業などと
連携した各腿行事の慌報周知､普及啓発を図る。

市立図書随を中心とした践書活動
に間する各種行事の情粗を市立小
中学校や書店などの民間企案など
と連携を図りながら普及啓発を図り
ます。

市立小中学校や書店への図書
餓ｲﾍﾝﾄﾁﾗｼの送付回数
→合計13回

市立小中学校や書店への図書
館イベントチラシの送付回数
→合 E+6回‘

市立小中学校や書店への図書
館イペントチラシの送付回数
→合計12回

蕊書に関するイペ
ント情報の発僧

図書館 A

■

令和5年度も､Ⅷ世代向け広報陸｢KnWAMACH旦一ス｣を4
回発行した。
今後も引き続きⅧ世代に図書や銃書についての情報が届けら
れるよう､定期的に広報酷を発行する．

膿書に時間を割くことが艶しいⅧ
世代に図書や膝書についての憤報
が届けられるよう､定期的に広報跡
を発行します。

湖世代向け広報肱の発行( rKI T
AMACH1ユース｣の発行回数）
→4回

Ⅷ世代向け広報肱の発行( ｢KI T
AMACH1ユース』の発行回数）
→4回

Ⅷ世代向け広輯鯨の発行( ｢KI T
AMACHI ユース｣の発行回数）
→4回

瓶世代に向けた
情報発侭

図客蝕 A42

回書餌キャラクターの活用､図書
館ホームページや図書館だより
などを利用したキャラクターの活
用回数
－．108回

図雲館キャラクターの活用､図書
館ホームページや図書館だより
などを利用したキャラクターの活
用回致
一88回

図茎館キャラクターの活用､図書
館ホームページや図害麺だより
などを利用したキャラクターの活
用回数
→142回

令和5年度は､児宣行事や館内掲示､駿晦聯で､図書館キャラ
クターを利用した. また､図書館ホームページやX( | 旧蹄tいか、
回宣鹸だよりでも図室館ｷｬﾗｸﾀ をー利用した．
今後も引き続き､図香館に親しみが持てるように図書鉱キャラ
クターを活用する．

囿之館に観しみが持てるように図
書幼キャラクターを活用します．

回毒靖キャラク
ターの活用

図啓鯨43 A
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令和3年度事粟実績回答 令和4年度事案実績回答 令和5年度事案実績回答取組 施策項目 事案目標 解価の理由及び 令和6年度以降の方向性､課題等所■鄙吾NO ｜
匪
識
龍一

市立小中学校図書館での活動や
図書に間する傭報を児童･生徒に
間知するため､各校でエ夫した図
書の紹介活動を行います。

図書の紹介活動の実施(市立小
中学校図書館での図喜の紹介活
動を細介した同艶）
一全校で4回以上実施

図書の紹介活動の実施(市立小
中学校図室館での図書の紹介活
動を紹介した回数）
一全校で4回以上奪権

図書の細介活動の実施(市立小
中学校図書飽での図書の紹介活
動を紹介した回数）
→全校で4回以上実施

図書担当の教員だけでなく､図書要貝や学校図書露支援員を
活用するなど､各校の実傭に応じてエ夫して､図書の紹介活動
を行っているため､A呼衝とした. 今後も各校の取組を共有する
機会を股け､図書の紹介活動の充実を図る。

学校図書飽にお
ける広報活動

揃導室44 A

６

啓
発
・
広
報
な
ど
の
推
進

暁書感班文コンクールを通して､児
童･生徒が脇書に親しむ機会をつ
くり､麟害の楽しさ､すばらしさを体
験させ､跣書に対する意欲の喚起
と践書の習慣化を図るとともに､児
童･生徒が脇書後の印象や感動を
文
章で表現することにより､表現力の
伸長を図るごとに努めます．

( 2)各学校
からの傭報

発信

｢脇書感想文コンクール』の実施
( ｢眠書感想文ｺﾝｸ ﾙー｣参加者
数及び表彰者数）
→(参加考) 1370人
〈遷優秀･優秀賞表彰者) , 5人
( 入選) 48人（佳作) 165人

『醜書感想文コンクール｣の実施
( 『肢書感想文コンクール｣参加者
数及び表彰者数》
→(参加者) 1081人
(最優秀･優秀賞表彰者) 14人
(入遜) 54人（佳作) 178人

『腕書感想文コンクール』の実施
( ｢院書感想文コンクール』参加者
数及び表彰者数）
→(参加者）128私人
(最優秀･優秀賞表彰者) 14人
(入週) 53人（佳作) 213人

焼書感憩文コンクール参加者数及び表彰者数については､一
定程度の人数を維持しているため､A解価とした｡引き緩き､践
害感塑文コンクール参加を狼極的に藤集する。

腔婁感望文コン
クールの実施

揃導室45 A

ロー ーョー弓律 ロ宝T ・ 凸
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( 1) 各学校
における鱗
書活動を通
したオリン
ピック･パラ
リンピック
教育の推
進

オリンピック･ﾊﾗﾘﾝﾋｯｸに間通した図書は各校に多数ある
が､特別な展示コーナーを股置した学校は半数以下だったた
め､B呼価とした｡東京オリンピック･パラリンピックは閉幕したた
め展示コーナーの股置は殿しいかもしれないが､各校の取組を
共布する捜会を段け､日本の伝統･文化､国際理解､陣がい理
解などのｵﾘﾝﾋｯｸ･ﾊﾗﾘﾝﾋｯｸ敬育に間連した図書の紹
介活動の充実を図る．

各学校図害航に､オリンピック･パ
ラリンピックの歴史や日本の伝統・
文化､国際理解教育､陣がいに対
する理解を深める図書などの充実
を回ります。

学校図書節でのオリンピック･パ

識驚ﾂク閲遮ﾃー ﾏ展示の実
一7校

学校図書航でのｵﾘﾝﾋｯｸ･パ
ラリンピック関連ﾃー ﾏ展示の実
施校数
→7校

学校図寄館でのオリンピック･ﾊ
ﾗﾘﾝﾋｯｸ関連テーマ展示の実
施枚数
→2校

オリンピック･パラ
リンピックに関連し
弁饒婁活動

棚導寛46 8
一

７

オ
リ
ン
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【 『 『

オリンピック･パラリンピック腿運テーマ展
示又はｽｵー 展連ﾃ ﾏー屋示の実施
日と実麓国黄
一《実施日) 【本餌】(私)令和3年6月29
日（火）～令和ｺ年8月”日《日) <兜宣)令
和3年7ハ20日（火）~令和3年8月訓日
(火) (一般>令和3年8月3日（火）～令和3
年8月31日(火) ､令和4年3月8日(火)～
令恥4年3月22日(火) 【東分室】( YA)令
和4年7月1日(木)～令和3年9月30日
(木) 【稗分室】(－蜘令和3年7月旧
（木）～令和3年7月15日(木) (児童)令和
3年9月22日(水)～令和3年11月22日
(月) 【負井北分室】( 一般)令和3年6月30
日《水)～令和3年9月5日(日) (一般》令
粕3年7月型日《木)－令和3年7月27日
(火) 【児m令神年7月22日〔＊) ~令和
3年8月. 1日（火）『両全舞】(児、令呼”
年7月9日(金)～令和3年8月31日（火）
( 実晦同酌) 11回

オリンピック･パラリンピック凹連
テーマ展示又はスポーツ凹遼
テーマ展示の実施日と実施同数
→(実施日) 【本飽】(湖)令和4年
9月27日(火)～令和4年11月0日
（日）
(実施回数) 1回

前年度に引き続きオリンピック･ﾊﾗﾘﾝﾋｯｸに間する学習･参
考図書を購入したものの､テーマ展示の実施回数が減少したこ
とからB評価とした。
今後も引き観き子どもにもわかりやすいオリンピック･ﾊﾗﾘﾝ
ﾋｯｸの歴史､過去の開催状況などを著した学習･参考図書の
充実を目描す。

オリンピック･パラリンピック関連
ﾃー ﾏ展示又はスポーツ関連
テーマ展示の実施日と実施回数
→(実施日)なし
(実施回数) Oi 回

子どもにもわかりやすいオリンピッ
ク･パラリンピックの歴史､過去の開
催状況などを著した学習･参考図害
の充実を目指します。

オリンピック･パラ
リンピック間連資
料の縄介

② 図書鮪
の取細
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【R6. 12. 24】『小金井市子ども読誓活動推進計画巡捗状況」に対する質問、窓見について
※いただいた内容は貴亜なご意見として受け止め、次年度以降の活動の参考とさせていただきます。
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郡案の進み具合とそれぞれの郡案についての諄侭
は、妥当だと思います。
内容的には、読書の内容として、東村山市立図書館が
取り組んでいる自然科学・科学系の醗省のすすめや、
昭勘が取り組んでいる鯛ぺ学習への取り組みもほしい
ところですが、第5次の課題になるかと思います。読
書団体の活励がもっと盛んになると良いとは思います
が、これも樹齢化などの影智があって、若い人の凹心
を高めるような働きかけが必要かと思いますが、最
近、僕が関わっている読書アドバイザーの養成では、
大学生の受購生が少しずつ瑠えてきて、聞いてみる
と、教育探程の中でも読書について学ぶことが多く
なっているため、関心が高まっているようです。地域
の大学生が、科学系、工科系、文化系、それぞれ関心

全体 I 意見11 全体

のあるテーマについて図書館での臨み聞かせや、図書
の鏡み方や内容に沿った実験や観察などを子ども対象
に行ってくれるといいのですが。また、市内には江戸
東京たてもの園もあるので、江戸東京の建物に関連し
た本の紹介と実物の案内などやってもらえると良いと
思います。
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